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１．研究分科会 

１）研究分科会一覧 

2021 年度設置分科会 

 ※印は分科会主任者、△印は２分科会以上参加者 

 ☆印は兼任研究員、◎印は招聘研究員、○印は研究協力員 

整理番号 テーマ・構成員 

2021-01 

テーマ 
広告とマーケティングにおける価値創造への多面的アプローチ 
Multifaceted Approaches to Value Creation in Advertising and 
Marketing 

☆ 
※嶋村 和恵    恩藏  直人    武井  寿 

守口  剛    フランク・ビョーン   河股 久司 

◎ 

秋本 昌士    石崎  徹    石田 大典     
大平  進    田部 渓哉    芳賀 康浩     
朴  正洙    広瀬 盛一    八ッ橋治郎     
峯尾  圭 

2021-02 

テーマ 
「一帯一路」構想と異文化接触をめぐる研究 
A study on Cross-cultural contact in “One Belt, One Road” project 

☆ 

※小川 利康    荒井  訓    尹  景春 
中村みどり    パルヴューレスコ・M・M 矢内 義顯 

△李  洪茂    國府 久郎    松川 雄哉 
森本 栄晴    クラウス マヌエル P 

◎ 

△井上 葉子   △今井 利絵    宇野 和夫 
川邉 信雄    白石   徹   △鈴木 岩行 
鈴木  航    竹之内玲子    田代 祐基 
張   艶    櫨山 健介    原口  厚 
李    雪 

2021-03 

テーマ 

技術革新、自然・社会環境の変化が保険ビジネス及び保険制度に与

える影響と課題 
How the innovation of technology and the change of the natural 
and social environment affect the business and system of 
insurance? 

☆ ※中出  哲    田口 尚志   △李  洪茂 

◎ 
恩藏 三穂   △鈴木 岩行    土田 武史 
安井 敏晃    佐々木博之 

○ 邵   傑 
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2021-04 

テーマ 

民法・会社法の改正が企業活動に及ぼす影響と法的課題 
Recent Reforms of the Civil Code and the Companies Act in 
Japan and their possible influences on trading and management 
of business corporations 

☆ 
※中村 信男    和田 宗久    川島いづみ 

新井  剛 
◎ 李  艶紅 

2021-05 

テーマ 
４次元空間内の曲面の研究 
Study on Surfaces in 4-spaces 

☆ 
※安原  晃    坂野 慎哉    辻内 宣博 

渡邊 展也    谷山 公規     
◎ 田中  心 

2021-06 

テーマ 
日本・世界のコーポレートガバナンスと金融・労働市場 
Corporate Governance and Financial/Labor Markets 

☆ 

※広田 真一   △久保 克行    谷川 寧彦 
宮島 英昭    尾崎 祐介    宇野  淳 
鈴木 一功    蟻川 靖浩    小倉 義明 
河村 耕平 

◎ 
小川  亮    折原 正訓    五島 圭一 
外松 陽子    岩澤誠一郎    グエン ティン フォン タン 
吉田 賢一  

○ 飯野 佳亮     坪野 航大 

2021-07 

テーマ 
英語による発信力を強化する体系的プログラムの開発（Ⅱ） 
Development of a Systematic Training Program for Improving 
Productive Proficiency in English Ⅱ 

☆ 
※森田  彰    浅利 庸子    エルウッド・ケイト 

佐藤 詩恵    鈴木 利彦    山田  茂  
篠原 靖明 

◎ 
小澤 悦夫    篠田 義明    神保 尚武 
渡辺 洋一    室谷 章子 

 
  

2



2021-08 

テーマ 
管理会計におけるリスク分担機能の研究 
The study on risk sharing functionalities of managerial 
accounting 

☆ 

※鈴木 孝則    伊藤 嘉博    大鹿 智基 
河  榮徳    長谷川惠一    清水  孝 
ダニエル・ドーラン  薄井  彰    清水 信匡 
葛山 康典    町田 遼太    目時 壮浩 

◎ 

阿部 圭司    石塚 博司    稲葉 喜子 
内野 里美    海老原 崇    大川内隆朗 
庵谷 治男    大塚 宗春    奥本 英樹 
金子 良太    神山 直規    河路 武志 
古賀健太郎    小林 啓孝    齋藤 正章 
佐藤 紘光    須藤 時男    高橋 克幸 
辻  正雄    成岡 浩一    西澤   脩 
野坂 和夫    花村 信也    潘  健民 
福島  隆    堀  好一    前野 譲二 
松田 修一    矢内 一利    渡邊 直人 
岡田慎太郎    秋山  盛 

○ 大西 智之 

2021-09 

テーマ 
国際ビジネス戦略の新展開：理論と実証分析の最前線 
New Developments of International Business Strategies: 
Frontiers of Theory and Empirical Studies 

☆ 
※横田 一彦    谷口 真美    白木 三秀 

長谷川信次   △市田 敏啓    エドマン・ジェスパー 
池上 重輔 

◎ 

△井上 葉子    今井 雅和   △今井 利絵 
江夏 健一    桑名 義晴    佐藤 敦子 
佐藤 幸志    清水さゆり    髙井  透 
竹之内秀行    長谷川 礼    林   正 
三輪 祥宏    山本 崇雄     
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2021-10 

テーマ 
グローバライゼーションと財務会計研究 
Globalization and Financial Accounting Research 

☆ 

※八重倉 孝    奥村 雅史    スズキトモ 
山内  暁    秋葉 賢一    大塚 忠義 
金子 裕子    川村 義則    篠原  真 
菅野 浩勢    関根 愛子    野村 俊一 
伏見 俊行    松本 敏史    村松 洋介 
吉野 真治 

◎ 

青山 慶二    安  珠希    飯塚 雄基 
池村 恵一    石内 孔治    井手 健二 
井出健二郎    海老原 諭    尾畑  裕 
片山  覺    加藤 大吾    金子 善行 
久保 幸年    栗城 綾子    栗原 克文 
髙橋 秀至    千代田邦夫    辻山 栄子 
遠谷 貴裕    鳥羽 至英    中井 誠治 
中嶋 隆一    中田 有祐    長束  航 
根岸 亮平    羽根 佳祐    濱田 崇嘉 
原   誠    藤木 潤司    藤田 晶子 
藻利 衣恵    山﨑  尚    山下  奨 
尹  志煌    若林 利明    渡辺  剛 
閻   粛 

○ 畢  天維 

2021-11 

テーマ 
イノベーション創出のメカニズムについてのマルチレベル分析 
Investigating the Mechanisms of Innovation: A Multilevel 
Perspective 

☆ 

※山野井順一    井上 達彦    大月 博司 
坂野 友昭    清水  洋    谷本 寛治 
藤田  誠    三橋  平    マレン ジョエル 
村瀬 俊朗    梁取 美夫    カプツルキェヴィッチ アガタ テレサ 
有村 俊秀 

◎ 

△井口  衡    伊藤 泰生    石毛 昭範 
宇田  理    大沼 沙樹    小沢 和彦 
川崎 千晶    金  倫廷    黄  雅雯 
厚東 偉介    小林 俊治    潜道 文子 
花岡 幹明    日野 健太    古田 成志 
万   涛    山口 善昭    足代 訓史 
永山  晋    安部由起子 

○ 
高坂 啓介    鄭  雅方    鳥田 友起 
古田 駿輔    吉澤 昭人    矢島 猶雅 
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2021-12 

テーマ 
社会経済システムの局所化に関する経済学理論とその応用 
Theoretical and Empirical Research on Polarization of 
Socio-Economic Systems 

☆ 

※高瀬 浩一    片岡 孝夫    片山  東 
△久保 克行    横山 将義    豊泉  洋 

伊藤 秀史    大門  毅    朴  相俊 
△市田 敏啓    加納 和子    毛利 裕昭 

笠島 洋一    鈴木 彩子    菊地 雄太 
谷口みゆき    富   蓉 

◎ 

赤星  立   △井口  衡    伊藤さゆり 
木口 武博    葛目 知秀    齋藤 卓爾 
佐々木宏夫    嶋村 紘輝    清水 弘幸 
杉野  誠    高橋  達    橘  洋介 
友原 章典    成川 康男    山口 圭子  
横溝えりか 

○ 
金   鑫    野尻  純    平木 良子 
蒲生修二郎 

2021-13 

テーマ 
生産性の選択をめぐる労使関係と経済史 
The Choice of Production Organizations: Industrial Relations 
and Economic History 

☆ 
※花井 俊介    池尾 愛子    小倉 一哉 

矢後 和彦 

◎ 
井上 雄介    高橋 弘幸    安元  稔 
柳沢  遊 

○ 小杉 亮介 
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２）２０２１年度設置 分科会 研究報告 

（研究期間：2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 

 

整整理理番番号号  2021-01 

研研究究課課題題  広告とマーケティングにおける価値創造への多面的アプローチ 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

 各自の研究テーマに基づき、論文・著書等を発表している。学会発表、科研費の申請等も着実に進めて

いる。 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※嶋村和恵 

共著 
田中洋，岸志津江，嶋村和恵編『現代広告全書』全 13 章／嶋村和恵，第 5 章「広告と社会倫理――

インターネット時代にいっそう求められる広告倫理」85-103，有斐閣，2021 

解説 
『現代用語の基礎知識 2022』／嶋村和恵「広告媒体からみえる人々とメディアの関係」272-274，自

由国民社，2021 

☆恩藏直人 

共著 
和田充夫，恩藏直人，三浦俊彦著『マーケティング戦略（第 6 版）』全 16 章／恩藏直人，第 4 章，第

8 章，第 9 章，第 10 章，第 13 章，有斐閣，2022 年 1 月 

評論 「商品開発・管理研究の可能性」『商品開発・管理研究』18(1)，商品開発・管理学会，2021 年 9 月 

評論 「学会，世界で競争不可避に」『日本経済新聞』2021 年 11 月 30 日 

監訳 『コトラーのマーケティング入門』2022 年 1 月，丸善出版 

☆守口 剛 論文 
藤原一肇・守口剛（2021）,「ラグジュアリー・ブランドの多次元的価値が購買意図の形成へ与える影

響－財の観察可能性の影響と重要価値次元の特定に関する検証」『流通研究』24(1), 1-15（査読有）. 

☆フランク・

ビョーン 

論文 

G.M. Ranasinghe, Y.F. Badir, B. Frank (2021): “Organisational Resources as Facilitators and Inhibitors of 

Green Performance: Non-linearities, Interactions and International Differences”, European Journal of 

International Management, advance online publication, DOI 10.1504/EJIM.2021.10038238 (査読有). 

論文 

B. Frank, B. Herbas Torrico, S.J. Schvaneveldt (2021): “The AI-extended Consumer: Technology, Consumer, 

and Country Differences in the Formation of Demand for AI-empowered Consumer Products”, Technological 

Forecasting and Social Change, 172, 121018, DOI 10.1016/j.techfore.2021.121018 (査読有). 

論文 

B. Frank, S. Mitsumoto (2021): “An Extended Source Attractiveness Model: The Advertising Effectiveness of 

Distinct Athlete Endorser Attractiveness Types and Its Contextual Variation”, European Sport Management 

Quarterly, advance online publication, DOI 10.1080/16184742.2021.1963302 (査読有). 

論文 

Y. Hu, B. Frank, Z. Lu (2022): “Market Success through Recycling Programs: Strategic Options, Consumer 

Reactions, and Contingency Factors”, Journal of Cleaner Production, Article 131003, DOI 

10.1016/j.jclepro.2022.131003 (査読有). 

☆河股久司 論文 河股久司，「消費者行動領域における色彩研究の潮流」,『季刊マーケティングジャーナル』41(2)，81-89 
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◎秋本昌士 研究ノート 

秋本昌士（2021），「マーケティング研究における消費者態度の「接近可能性・診断性」概念，およ

び「係留と調整の多重経路モデル」について」，『商学研究』，61（2/3），127-137，愛知学院大学

商学会 

◎石崎 徹 分担執筆 
田中洋，岸志津江，嶋村和恵編『現代広告全書』全 13 章／石崎徹，第 9 章「日本広告学会における

研究動向」160-186．有斐閣，2021 

◎石田大典 論文 
石田大典（2021）「新製品開発プロジェクトにおける双面型市場志向」『商学集志』第 91 巻，第三号，

19-36 

◎田部渓哉 

共著 

実務家教員 COE プロジェクト 編（2021）, 実務家教員の理論と実践－人生 100 年時代の新しい「知」

の教育－, 学校法人先端教育機構, 全 13 章, 橋本純次, 松梨久仁子, 田部渓哉, 第 13 章「論文執筆の

基礎」, 233-265 

共著 
篠原康男，田部渓哉（2022）, 経営学部の入学前教育に関する取り組み事例, 城西経営紀要, 第 18 号, 

81-102 

◎芳賀康浩 論文 
東伸一・芳賀康浩（2022），「青山」の地域イメージの分析－生活者にとっての「青山」の意味の探

索，『青山経営論集』，56(4)，87-108. 

◎朴 正洙 

論文 
Park, Jeongsoo, Zourrig, H. & El Hedhli, K., (2021) “The Effects of Country-Image and Animosity on Asian 

Consumers’ Responses to Foreign Brands” Review of Marketing Science, 19(1), pp. 121-138. 

論文 朴正洙（2021）「アメリカにおけるネット通販の現状と課題」，『流通問題』57(1), 14-22． 

◎広瀬盛一 分担執筆 
田中洋，岸志津江，嶋村和恵編『現代広告全書』全 13 章／広瀬盛一，第 10 章「デジタル広告研究の

展開」187-205，有斐閣，2021 

◎峯尾 圭 

共著 

Taketani, Keigo, and Kei Mineo. “Can Market Mavens Be Negative Word of Mouth Senders? the Moderating 

Role of Assumed-Competence and Gender.” Advances in Advertising Research (Vol. XI). Springer Gabler, 

Wiesbaden, 2021. 225-240. 

論文 
峯尾圭（2022）「機能性食品の購買における手がかり利用」『商経学叢』68 巻 2 号，近畿大学商経学会

（2022 年 3 月発行予定） 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆恩藏直人 

学会発表 
I. Hiraki, S. Kwon, N. Onzo (2022 年 2 月), “The effect of music on vertical interpersonal communication: A 

sensory marketing perspective,” AMA Winter Conference, online 

学会発表 
石井裕明，石田大典，野城慎二，大塚忠彦，本所翔平，川端雪白，恩藏直人「温かい照明は行列を長

くする？」第 63 回消費者行動研究コンファレンス（オンライン），2021 年 10 月 

☆守口 剛 

学会発表 

T. Sunaga, T. Moriguchi, M. Nishii, C. Spence (2021), Assessing Multisensory Congruence Involving 

Instrumental Timbre” EMAC (European Marketing Academy) 2021 Annual Conference, 2021 年 5 月, online 

(査読有). 

学会発表 

J. Ng, S. Hubner, J Teow, Y. Song, Y. Wang, A. Kaur, M. Frese, Z. Song, L. Lee, T. Moriguhci, P. Rahate, N. 

Surantha (2021), “Development of Cultural Inventory on Asian Countries and Exploratory Approach to Predict 

Innovation,” 81st Annual Meeting of Academy of Management, 2021 年 8 月, online (査読有)． 
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学会発表 
守口剛（2021）「マーケティング研究におけるリアリティの追求－行動的指標とフィールド実験の活

用－」日本商業学会第 11 回全国研究報告会，2021 年 12 月，オンライン． 

☆フランク・

ビョーン 

学会発表 

B. Frank, M. Konishi, Y. Hu (2021): “The Role of Consumer Attitudes in Explaining the Profit Impact of 

Female Empowerment at Work”, Proceedings of the 7th International Conference on CSR, Sustainability, Ethics 

& Governance, June 23-25, online (査読有，最優秀論文賞). 

学会発表 

B. Frank, X. Shen, Y. Hu, B. Herbas Torrico (2021): “The Customer Impact of Environmental Sustainability in 

Different Phases of the Product Life Cycle”, Proceedings of the 7th International Conference on CSR, 

Sustainability, Ethics & Governance, June 23-25, online (査読有). 

学会発表 

F.S. Rumokoy, B. Frank (2021): “The Effectiveness of Quality Assurance in Simplifying Work Processes: The 

Roles of Leadership Style and Quality Management Skills”, Proceedings of the 51st Annual Main Conference 

of the Japanese Society for Quality Control, November 13, online, 29-32 (査読無). 

学会発表 

Y. Hu, B. Frank, M. Konishi (2021): “Does Empowering Female Employees Make a Firm More Profitable? The 

Mediating Role of Consumer Reactions to Female Empowerment”, Proceedings of the 51st Annual Main 

Conference of the Japanese Society for Quality Control, November 13, online, 73-74 (査読無，研究奨励賞). 

学会発表 

S. Pandey, Y.F. Badir, B. Frank, M.S. Kim (2021): “The Role of Human Resources Characteristics in an 

Organization’s Digital Transformation”, ISPIM (International Society for Professional Innovation Management) 

Conference Proceedings, November 29 – December 1, Valencia, 1-30 (査読有). 

学会発表 

E.E. Phyo, Y.F. Badir, B. Frank, M.S. Kim (2021): “Employees’ Innovativeness Learning from Senior Leaders 

at Different Levels of Task Uncertainty”, ISPIM (International Society for Professional Innovation 

Management) Conference Proceedings, November 29 – December 1, Valencia, 1-35 (査読有). 

☆河股久司 学会発表 
Su, X., Kakuda, N., Kawamata, H and Dupuis, Y. (2021), Danger!? The Effect of Color Red on Construal 

Level. Association for Consumer Research 

◎石田大典 学会発表 

石井裕明，石田大典，野城慎二，大塚忠彦，本所翔平，川端雪白，恩藏直人（2021）「温かい照明は

行列を長くする？色温度が他者との物理的距離に及ぼす影響」第 63 回消費者行動研究学会コンファ

レンス 

◎大平 進 学会発表 

Ohira, Susumu and Yoshiyuki Shibuya (2021) “The Role of Network-Shared Cognition in Supply Chain 

Resilience: An Empirical Investigation,” The 37th Annual IMP(Industrial Marketing and Purchasing) 

Conference, August 26th-27th, University College Cork, Ireland (Online). 

◎峯尾 圭 

学会発表 
峯尾圭，武谷慧悟（2021.4.24）「新奇性の高い食の受容を促すマーケティング・コミュニケーション：

第三者機関による推奨の効果」日本広告学会関西部会 

学会発表 
峯尾圭，武谷慧悟（2021.9.8）「未知の食品に対する受容を促すマーケティング・コミュニケーション」

第 29 回「食と健康」講演会，公益財団法人 食生活研究会 
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整整理理番番号号  2021-02 

研研究究課課題題  「一帯一路」構想と異文化接触をめぐる研究 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

2021 年度もコロナ禍のもとで昨年度同様、オンラインで研究活動を継続した。分科会として開催した講演会

は下記の通り。いずれも百余名の聴衆が参加し、盛況であった。 

2021 年 5 月 13 日 

村山  宏（日本経済新聞編集委員）「中国人口減少とビジネスの行方」 

2021 年 11 月 29 日 

南川 秀樹（元環境省事務次官、日本環境衛生センター理事長）「中国の環境問題」 

2021 年 12 月 3 日 

中澤 克二（日本経済新聞論説委員）「中国共産党と習近平長期政権の行方」 

2021 年 12 月 16 日 

麻生晴一郎（ルポライター、NPO「Asia Commons 亜洲市民之道」主宰）「市民活動から見える中国、香港、

日中交流ファイル」 

以上 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※小川利康 評論 「周作人と松枝茂夫－日中戦争を超えた友誼」（『三田文学』春季号，2021 年 4 月，p.138-145） 

☆ｸﾗｳｽ ﾏﾇｴﾙ P 

論文 
Integration der Artikelsemantik in den Fremdsprachenunterricht für Japanische Deutschlerner (JDL) in digitalen 

Bildungsräumen – eine quantitative und qualitative Fehleranalyse（日本独文学会機関誌 162 号，p. 105-126） 

論文 
“Ich schwöre weinend, es sei nicht meine Schrift” – Zwischen Exotik und Technik. Moderne Technologie als 

mediale Aneignung indigener Denkmuster（日本独文学会機関誌 164 号，刊行予定） 

☆松川雄哉 論文 
「日仏バイリンガル版語彙サイズテストの改良とその有用性の検証」（Études didactique du FLE au 

Japon，第 30 号，62-84） 

☆矢内義顯 共著 
『「原罪論」の形成と展開 キリスト教思想における人間観』上智大学集成思想研究所，知泉書館，

2021 年 7 月 20 日，第６章「十一－十二世紀における原罪論の展開」pp.161-185 

☆李 洪茂 

単著 『保険論』Hakuei Publishing Company，2021 年 4 月，p.470 (22 章). 

単著 Risk management –Fundamentals, Theory, and Practice in Asia, Springer, 2021, p.248 (17 Chapters). 

単著 「パーソナル・リスクマネジメントと保険」博英社，2021 年 10 月，p.431 (13 章). 

☆國府久郎 論文 

« Tramway à deux sous », naissance d’une politique du transport public urbain : une tentative du premier maire 

socialiste de Marseille, Siméon Flaissières (1892-1902), Histoire, économie & société, 40 (2), p.83-102, 2021

年 06 月 

☆中村みどり 

論文 「《蝴蝶夫人》；从好莱坞电影到施蛰存与穆时英的小说」（王晴編『日本汉学中的上海文学研究』上海

远东出版社, 2021 年 10 月,180-200 頁） 

論文 「大東亜文学者大会をめぐる交渉の力学――内山完造の関わりと二本立論」（『人文学研究所報』第 76

号，神奈川大学，2022 年 3 月刊行予定，校正中のためページ未定） 
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◎井上葉子 

共著 インバウンド・ルネッサンス日本再生〔日本経済新聞出版社〕2021.11 

論文 グローバル・ビジネス・エコシステム（GBE）構築プロセスの研究 『商学集志』「日本大学商学部」2021.6 

◎宇野和夫 研究ノート 「中国における大規模自然災害と食料危機の可能性」（『文化論集』第 59 号，2021 年 3 月，p69-88） 

◎川邉信雄 

評論 
「日系コンビニ『国際化』の意義－国際化の現状と積極展開の理由」『月刊コンビニ』2021 年 10 月号，

54-55 頁 

評論 
「日系コンビニ『国際化』の意義第２回－経営再建後の 7-Eleven, Inc.の発展」『月刊コンビニ』2021

年 11 月号，54-55 頁 

評論 
「日系コンビニ『国際化』の意義第３回－日本型を採用したアジア NIES への進出」『月刊コンビニ』

2021 年 12 月号，54-55 頁 

評論 
「日系コンビニ『国際化』の意義第４回－日系コンビニのアセアン原加盟国進出」『月刊コンビニ』

2022 年１月号，28-29 頁 

評論 
「日系コンビニ『国際化』の意義第５回－大手４チェーンが挑む 13 億人超の巨大市場」『月刊コンビ

ニ』2022 年２月号，23-25 頁 

評論 
「日系コンビニ『国際化』の意義 最終回－アセアン新加盟国など新興国への進出」『月刊コンビニ』

2022 年３月号，26-27 頁 

論文 
「マーケティングにおける歴史研究の意義－経営史研究の視点から－」『マーケティング史研究』第

１巻第３号，2022 年３月 

◎鈴木岩行 

論文 「東南アジアにおける和僑の現状」『和光経済』第 54 巻１号，2021 年，７月 

論文 
Comparison Study on Core Personnel Development of Japanese Companies and Local Companies in 

Bangladesh, Wako Keizai, Vol.54, No.1, 2021. 

◎竹之内玲子 

共著 
「新興国市場における日本企業の人的資源管理」『グローバル成長と発展への経営：日本企業の再生

と挑戦』文眞堂，2022 年 3 月予定，7 章 

共著 
「日本企業と新興国企業のアライアンス」『グローバル成長と発展への経営：日本企業の再生と挑戦』

文眞堂，2022 年 3 月予定，8 章 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※小川利康 学会発表 

「周作人と優生学－進化論受容の手がかりとして」（中国文芸研究会例会，2021 年 7 月 25 日，オンラ

イン） 

「ボードレールと中国」（招待講演：「生誕 200 周年記念シンポジウムボードレールの世界性－西洋と

東洋の境界を越えて－，日本フランス語フランス文学会東北支部会，2021 年 11 月 27 日，オンライン） 

「周作人与創造社：以厨川白村的影響為中心」（招待による基調講演：創造社百年紀念学術研討会，

中国人民大学 2021 年 12 月 11 日，オンライン） 

☆ｸﾗｳｽ ﾏﾇｴﾙ P 学会発表 

“Außer es ginge ein Weltuntergang voran!” Robert Musil in den Werken des japanischen 

Sprachwissenschaftlers Tsugio Sekiguchi (Robert Musil – transkulturelle Lektüren Internationales Kolloquium 

zur Musil-Rezeption im asiatisch-pazifischen Raum, Korea University / Gakushuin University, 2021 年 10月 30

日～10 月 31 日，オンライン) 

10



Wissenschaftliche Aufsätze auf Deutsch verfassen（日本独文学会・ドイツ語論文執筆ワークショップ（日

本独文学会）2021 年 11 月 6 日～11 月 7 日，オンライン） 

☆矢内義顯 学会発表 アンセルムスのペルソナ理解（日本宗教学会 関西大学 2021 年 9 月 8 日，オンライン） 

☆李 洪茂 学会発表 
2021 年度日本保険学会（招待講演）「韓国における新時代の巨大リスクと保険制度－ 公私の役割分

担を中心に－」Zoom, 2021 年 10 月 23 日 

☆中村みどり 学会発表 
「洪深の映画脚本「劫後桃花」――1930 年代文学の多様性」（中国現代演劇研究会第 27 回研究会，2021

年 9 月 26 日，オンライン） 

◎竹之内玲子 学会発表 

Institutional Strategy for New Product Development: Mitsubishi Regional Jet vs Honda Jet, Production and 

Operations Management Society (POMS) 31st Annual Conference 2021 年 5 月 4 日オンライン開催 

「中堅・中小企業の海外進出 －日系同族企業の事例－」（国際ビジネス研究学会，第 15 回中四国部

会オンライン開催，2021 年 5 月 8 日） 

「地域同族企業の国際化－その制約と克服にかかわるひとつの検討－」（第 57 回関西部会・第 105 回

関東部会合同部会オンライン開催 2021 年 8 月 30 日） 

「同族企業の異質性と海外進出の関係」国際ビジネス研究学会第 28 回全国大会オンライン開催，2021

年 11 月 6 日～7 日 
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整整理理番番号号  2021-03 

研研究究課課題題    技術革新、自然・社会環境の変化が保険ビジネス及び保険制度に与える影響と課題 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

 環境変化を踏まえた保険ビジネス・制度に関する研究を進め、論文(日本語、英語)、図書（日本語、英

語）を刊行し、日本国内外で学会報告を行うなど、多くの研究成果を公表した。 

 特に、英語による論文、著書、国際学会における発表など、国際的活動においても顕著な業績があった。 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※中出 哲 

論文・単著 
「保険契約における免責条項の意義－海上保険を題材とする問題提起－」保険学雑誌 645 号 65 頁

（2021 年 9 月） 

論文・単著 「会社補償と D&O 保険」信託フォーラム 16 号 80 頁（2021 年 10 月） 

分担 

『新 保険法コンメンタール（損害保険・傷害疾病保険）』分担執筆 担当範囲 第 9 条（超過保険

80-90 頁），第 10 条（保険価額の減少 91-94 頁），第 18 条（損害額の算定 146-150 頁），第 19 条（一

部保険 151－155 頁），第 26 条（請求権代位 218-239 頁）（2021 年 6 月）  

共編著 
『企業損害保険の理論と実務』共編者（共編著者） 担当範囲 第 1 部「企業損害保険の枠組みと

特徴」第 1 章から 9 章（1-65 頁）（2021 年 8 月） 

☆田口尚志 共編集 事典（共編）国際商取引学会編『国際ビジネス用語事典』中央経済社，2021 年 4 月 

☆李 洪茂 

単著 『保険論』Hakuei Publishing Company，2021 年 4 月，p.470（22 章） 

単著 Risk management –Fundamentals, Theory, and Practice in Asia, Springer, 2021, p.248 (17 Chapters) 

単著 「パーソナル・リスクマネジメントと保険」博英社，2021 年 10 月，p.431（13 章） 

○邵  傑 論文 
Shao, J. (2021). “Model assessment of public–private partnership flood insurance systems: an empirical study 

of Japan” The Geneva Papers on Risk and Insurance-Issues and Practice, 1-24. (2021 年 3 月) 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※中出 哲 学会発表 

Digital Transformation- Session Chair 金融消費者学会 国際フォーラム（GFFC）世界大会（2021 年 8

月） 

「地震リスクに対する企業保険制度の課題」日本保険学会全国大会（2021 年 10 月） 

“Exclusion Clause in Insurance Policy - Is it disadvantageous for policyholders?” 2021 K-ASEAN Risk 

Management and Insurance Conference (2021 年 12 月) 

☆李 洪茂 学会発表 
2021 年度日本保険学会（招待講演）「韓国における新時代の巨大リスクと保険制度－ 公私の役割分

担を中心に－」Zoom, 2021 年 10 月 23 日 

○邵  傑 学会発表 「火災保険水災補償への加入決定要因の一考察」保険学会関東部会（2021 年 3 月） 
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整整理理番番号号  2021-04 

研研究究課課題題  民法・会社法の改正が企業活動に及ぼす影響と法的課題 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

 最終年度に当たる 2021 年度は、2020 年 4 月 1 日施行の改正民法が施行 2 年目を迎えた上に、2021 年 3

月 1 日に施行された 2019 年改正会社法が本格適用されたことを踏まえ、当分科会のメンバーが論文・著

書を発表した。 

例えば、第 1 に、分科会主任者の中村は、2019 年改正会社法の概要と理論・実務の観点からの検討を

行った英文論文を早稲田大学比較法研究所の英文紀要で発表した。また、中村は、2019 年改正会社法を

織り込んだ逐条解説書の分担執筆を行うとともに、2019 年の会社法改正の議論において当初は検討課題

の一つの挙げられながら改正項目に盛り込まれなかった重要課題の一つである株式会社による自己新株

予約権の処分に対する法的手当てについて立法的措置の必要性と具体的改正提案を説いた論文「自己新株

予約権の取得・処分」を公表した。さらに、民法分野との交錯問題である社債の利息への利息制限法適用

の有無を始めて最高裁として判示した最高裁判決をモチーフにした論文も発表し、民法およびその関連立

法と会社法との交錯問題についての研究の必要性を改めて認識するに至った。このほか、民法・会社法と

の接点が少なくない保険契約法に関しても、数点の論文を発表しているが、民法との交錯領域であるこれ

らの諸問題については、兼任研究員である新井教授より民法学の観点からする有益な示唆を得ている。 

第 2 に、兼任研究員の和田教授は、2019 年改正会社法を織り込んだ逐条解説書の分担執筆を行うとと

もに、会社法との関係が密接なコーポレートガバナンス・コード等の改訂がもたらす会社実務への影響を

論じた論文や人的資本の活用・開示に関する内外の動向を的確に検討する論稿を公表している。それとと

もに、和田教授は、会社法との交錯領域である、虚偽の情報開示等を理由とする金融商品取引法上の発行

会社および会社役員の民事責任につき論文を相次いで発表しており、学界の注目を集めている。 

第 3 に、兼任研究員の川島教授は、和田教授と同様、会社法の規律と連関するコーポレートガバナンス・

コードの運用・改訂について複数の論稿を発表するとともに、取締役会における多様性確保についての英

米の動向を紹介・検討する論文を公表したほか、民法と会社法との交錯領域の一つでもある事業承継にお

ける経営者保証への対応策を扱った論稿も発表している。このほか、川島教授は、会社法およびコーポレ

ートガバナンス・コードに関する豊富な専門的知見を踏まえ、学校法人ガバナンスの在り方を探る論稿も

発表しており、喫緊の課題への対応方策を示すものとして注目されている。 

なお、2021 年度も分科会としてはメンバー個々人の研究活動の遂行に留まり、研究会等は行わなかっ

たが、2021 年度の研究蓄積を踏まえ、2022 年度は、研究会等の分科会全体としての活動を行うことを予

定している。 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※中村信男 

論文 
中村信男（2022），定款による株主総会決議の要件加重とその限界，商事法研究リポート，MJS 税経シス

テム研究所, 査読無し https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/m62223b3721203.html 

論文 

Nobuo Nakamura（2022），Revision of the Japanese Companies Act in 2019 and some changes in legal rules 

regarding corporate governance, Waseda Bulletin of Comparative Law, Institute of Comparative Law, Waseda 

University, Vol.40, 27-48, 査読無し 

論文 中村信男（2021），任意加入団体保険における被保険者（加入従業員）の利益・権利の確保と法的課題，

13



商事法研究リポート, MJS 税経システム研究所, 査読無し 

https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/-88e330ccf0.html 

論文 
中村信男（2021），国内版表明保証保険（M&A 保険）について，商事法研究リポート, MJS 税経システム

研究所, 査読無し https://tvs.mjs.co.jp/working/commercial/businesslaw/detail/article/ma-10e60cfb69.html 

論文 
中村信男（2021)，社債発行による資金調達と利息制限法の適用の有無，Monthly Report, MJS 税経システ

ム研究所, 150，9-12，査読無し 

論文 
中村信男（2021），自己新株予約権の取得・処分，砂田太士・久保寛展・高橋公忠・片木晴彦・徳本穣編

『企業法の改正課題』, 法律文化社, 84-101，査読無し 

論文 

中村信男（2021），人保険契約における告知義務の運用に関する一考察－告知すべき「重要な事実」の類

型と引受審査および告知義務違反の認定の在り方－，生命保険論集, 生命保険文化センター, 215, 67-89，

査読無し 

論文 
中村信男（2021），イギリス保険法の概要と条文，比較法学, 早稲田大学比較法研究所, 55-1，137-164，

査読無し 

論文 
中村信男（2021），任期を短縮する定款変更による取締役の退任に対する会社法 339 条 2 項の類推適用，

金融・商事判例, 経済法令研究会, 1615，18-23，査読無し 

共編著 

中村信男・受川環大（2022），ロースクール演習会社法（第 5 版），法学書院，全 43 章 

中村信男, 第Ⅱ部 1〔4〕「定款の記載を欠く財産引受けの効力と会社による追認の可否」，28-38，査読無

し 

中村信男，第Ⅱ部 2〔9〕「会社の承認を欠く譲渡制限株式の譲渡の効力と譲渡株主の法的地位」，88-97，

査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 2〔10〕「会社による譲渡制限株式の売渡請求と会社法における売渡株主の救済策」，

98-108，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 2〔13〕「完全子会社による親会社株式の取得と取締役の対第三者責任」，125-135，査読

無し 

中村信男，第Ⅱ部 3〔18〕「代表取締役の専断的行為の効力と当該行為の無効主張権者の範囲」，182-190，

査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 3〔19〕「事実上の取締役による会社行為の効力と事実上の取締役・事実上の主宰者の

対第三者責任」，191-201，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 3〔22〕「取締役の利益相反取引規制の射程と取締役会の承認を欠く取引の無効主張」，

219-228，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 3〔23〕「任期途中における取締役報酬の減額・無報酬化の可否」，229-242，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 4〔31〕「会社と実質的競争関係にある株主による会計帳簿等の閲覧・謄写請求」，315-323，

査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 5〔33〕「非公開会社における募集株式の発行等の無効と議決権行使禁止の仮処分等」，

332-345，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 5〔34〕「公開会社における募集株式の発行等の差止めと無効・不存在」，346-359，査読

無し 

中村信男，第Ⅱ部 5〔36〕「新株予約権無償割当てを用いた買収防衛策と会社法上の問題点」，372-382，査
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読無し 

中村信男，第Ⅱ部 6〔39〕「詐害的会社分割と分割会社の残存債権者の保護」，403-416，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 6〔40〕「他の会社の事業の重要な一部の取得手段としての事業譲渡・譲受けと会社分

割」，417-426，査読無し 

中村信男，第Ⅱ部 6〔42〕「債務超過会社の吸収合併と吸収合併消滅会社の解散登記前の財産処分」，436-444，

査読無し 

共著 

酒巻俊雄・川島いづみ・中村信男・酒巻俊之・菊田秀雄（2021），英法系諸国の会社法－理論と実務・2

（株式会社の運営機構），中央経済社，全 5 編 470 頁 

中村信男，第 5 章Ⅰ・2，31-103，査読無し 

中村信男，第 5 章Ⅱ・1(12)～(15)，177-244，査読無し 

中村信男，第 5 章Ⅳ，374-418，査読無し 

共著 
江頭憲治郎・中村直人編著（2021），論点体系会社法 3〈第 2 版〉，第一法規，総頁数 877 頁，担当頁：528

頁-577 頁，608 頁-612 頁，査読無し 

☆和田宗久 

論文 
和田宗久（2021），虚偽の情報開示に関する民事責任制度のあり方，砂田太士・久保寛展・高橋公忠・片

木晴彦・徳本穣編『企業法の改正課題』, 法律文化社，513-527，査読無し 

論文 
和田宗久（2021），有価証券報告書等の虚偽記載に関して上場会社が支払った罰金および課徴金と取締役

の会社に対する損害賠償責任，私法判例リマークス，日本評論社，63，82-85，査読無し 

論文 
和田宗久（2021），「コーポレートガバナンス・コード」及び「投資家と企業の対話ガイドライン」の改

訂について，MJS 税経システム研究所 Monthly Report，151，14-17，査読無し 

論文 
和田宗久（2022），人的資本の活用および開示に関する近時の動向，MJS 税経システム研究所 Monthly 

Report，157，14-17，査読無し 

共著 
江頭憲治郎・中村直人編著（2021)，論点体系会社法 3〈第 2 版〉，第一法規，総頁数 877 頁，担当頁：

613-625，査読無し 

共著 
江頭憲治郎・中村直人編著（2021)，論点体系会社法 4〈第 2 版〉，第一法規，総頁数 639 頁，担当頁：

459-491，査読無し 

共著 
神作裕之ほか編（2021），会社法判例百選［第 4 版］（別冊ジュリスト 254 号），有斐閣 

和田宗久，債権者による退社予告，156-157，査読無し 

共著 

中村信男=受川環大編（2022），ロースクール演習会社法〔第 5 版〕，法学書院 

和田宗久，第Ⅰ部〔1〕「会社による政治献金の寄附と取締役の対会社責任」，2-9，査読無し 

和田宗久，第Ⅱ部 2〔11〕「従業員持株制度と退職時における譲渡特約の効力」，109-114，査読無し 

和田宗久，第Ⅱ部 3〔28〕「会社の業績悪化と取締役の対株主責任」，284-290，査読無し 

和田宗久，第Ⅱ部 6〔41〕「合併比率の不公正と反対株主の対抗手段」，427-435，査読無し 

☆川島いづみ 

論文 
川島いづみ（2022），英米の潮流にみる取締役会の多様性，ビジネス法務，中央経済社，22-1，1，査読

無し 

論文 
川島いづみ（2022），学校法人ガバナンスの強化と大学ガバナンス・コードの活用，法律時報，日本評論

社，94-1，104-108，査読無し 

論文 川島いづみ（2022），取締役会のダイバーシティを推進する近時の英米の動向，Monthly Report，MJS 税
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経システム研究所，156，24-27，査読無し 

論文 
川島いづみ（2021），新株予約権付社債の有利発行・不公正発行該当性，法学セミナー増刊 新・判例解

説 Watch，日本評論社，29，139-142，査読無し 

論文 
川島いづみ（2021），株主間合意（議決権行使契約）の法的効力の有無および内容・程度の判断方法等，

金融・商事判例，経済法令研究会，1631，2-7，査読無し 

論文 
川島いづみ（2021），普及する「ガバナンス・コード」，普及するか「エクスプレイン」，Monthly Report，

MJS 税経システム研究所，150，1，査読無し 

論文 
川島いづみ（2021），事業承継の阻害要因となる経営者保証の対応策，Monthly Report，MJS 税経システ

ム研究所，147，10-13，査読無し 

論文 

酒巻俊雄・川島いづみ・中村信男・酒巻俊之・菊田秀雄（2021），英法系諸国の会社法－理論と実務 2（株

式会社の運営機構，中央経済社，全 5 編 470 頁 

川島いづみ，第 5 章Ⅱ・1(10) (11)，128-177，査読無し 

川島いづみ，第 5 章Ⅱ・4，328-362，査読無し 
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整整理理番番号号  2021-05 

研研究究課課題題  ４次元空間内の曲面の研究 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

今年度も予定していた、海外研究者の招聘は見送ったが、Zoom を使って個別に研究交流を行なった。

以下のように、研究員も活発に成果発表を行なった。 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※安原 晃 論文 Classification of string links up to 2n-moves and link-homotopy, Annales de l'Institut Fourier（掲載決定） 

☆辻内宣博 

論文 
辻内宣博（2021），政治学と倫理学が交錯する地平――トマス・アクィナスとジャン・ビュリダン――，

フィロソフィア，早稲田大学哲学会，108，73-98 

論文 
辻内宣博（2021），中世スコラ哲学における貨幣論の展開――トマス・アクィナスとジャン・ビュリ

ダン――，西洋中世研究，西洋中世学会，13，64-78 

共著 
上智大学中世思想研究所 編（2021），「原罪論」の形成と展開――キリスト教思想における人間観，

知泉書館，全 10章 辻内宣博，第 9章「オッカムにおける道徳の理論――原罪論を起点として」，245-269 

◎田中 心 論文 
Sato K., Tanaka K., The bridge number of surface links and kei colorings, Bulletin of the London Mathematical 

Society (accepted 13 January 2022) 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆谷山公規 学会発表 

K. Taniyama, Unknotting numbers and crossing numbers of spatial embeddings of a planar graph, Special 

Session on Spatial Graphs at the AMS Fall 2021 Southeastern Sectional Meeting, Saturday, November 20, 

8:30-8:50 
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整整理理番番号号  2021-06 

研研究究課課題題  日本・世界のコーポレートガバナンスと金融・労働市場 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

本年度は、ファイナンスや組織の経済学と関連するオンラインでのセミナーを計 16 回開催した。 

各セミナーとも内外の最先端の研究を報告するもので、参加メンバーの研究に大きく貢献した。 

また、研究会の前にモデレーターと報告者等でのミーティングを行うことで、研究ネットワークの維持、

拡大に寄与した。 

（（１１））論論文文・・著著書書                                                                                              

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆宮島英昭 

共著 
監訳：『株式会社規範のコペルニクス的転回』東洋経済新報社 2021 年 4 月 15 日（清水真人，河西

卓弥との共訳） 

論文 

「日本型モデル Ver2.0 に向けて－株式会社の目的・取締役の役割・所有構造－」『証券アナリストジ

ャーナル』2022 年 2 月号 Vol.60 No.2 pp.80-92 公益社団法人日本証券アナリスト協会 2022 年 2

月 1 日 

論文 
「日本型モデル Ver2.0 に向けて：株式会社の目的，取締役の役割，所有構造」RIETI Policy Discussion 

Paper Series 21-P-020 pp.1-32 2021 年 12 月 

論文 
「株式相互持ち合いの形成と解体 21 世紀における日本企業の株式所有構造の進化」 武田晴人編

『高成長期日本の産業発展』 pp.365-396 東京大学出版会 2021 年 11 月 30 日 

論文 
「企業統治に求められる視点（中）「新たな日本型モデル」構築を」『日本経済新聞（経済教室）』 2021

年 9 月 7 日 

論文 
“Outsourcing Active Ownership in Japan”, RIETI Discussion Paper 21-E-051, pp.1-34, July 2021 (with Marco 

Becht, Julian Franks, Kazunori Suzuki) 

論文 
「戦前日本における会社支配権市場－ターゲット企業の特徴と事後パフォーマンス－」 経営史学 第

56 巻第 1 号 pp.3-25 2021 年 6 月（川本真哉との共著） 

論文 
「COVID-19と日本の企業統治：株式会社の目的の再定義と取締役の役割」 『Disclosure & IR』 2021

年 5 月号 Vol.17 pp.93-103 ディスクロージャー&IR 総合研究所 2021 年 5 月 1 日 

☆久保克行 

論文・共著 
久保克行・内ヶ﨑茂・吉田宏克・岩田 航 “経営者報酬ガバナンス改革の方向性――2020 年サーベイ

結果をもとに” 第１回 報酬状況と中長期インセンティブ評価指標の変化 企業会計 2021 年 7 月号 

論文・共著 

久保克行・内ヶ﨑茂・吉田宏克・岩田 航 “経営者報酬ガバナンス改革の方向性――2020 年サーベ

イ結果をもとに” 経営者報酬ガバナンス改革の方向性――2020 年サーベイ結果をもとに 第２回 

役位・役割・報酬ガバナンスと報酬プラクティス 企業会計 2021 年 8 月号 

論文・共著 

Kubo, Katsuyuki, and Thanh Thi Phuong Nguyen. “Female CEOs on Japanese Corporate Boards and Firm 

Performance.” Journal of the Japanese and International Economies 62 (December 2021): 101163. 

https://doi.org/10.1016/j.jjie.2021.101163. 

☆尾崎祐介 論文 
Fujii Y. Okura M. and Osaki Y. (2021) Is insurance normal or inferior? -A regret theoretical approach-, North 

American Journal of Economics and Finance 
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☆鈴木一功 

共著 
「NEW NORMAL 早稲田大学 MBA の教授陣が考えたビジネスの新常識」（KADOKAWA） 

鈴木一功 第６章「企業と株主，コーポレートガバナンス」 

共著 

「バリュエーションの理論と実務」（日本経済新聞出版） 

鈴木一功 第１章「M&A やファイナンスにおけるバリュエーションの実務と課題」 

鈴木一功 第７章「インカム・アプローチの基礎」 

鈴木一功 第８章「特殊なバリュエーションに関する理論」 

論文 
鈴木一功「新 MBO 指針の企業価値評価実務への影響に関する考察」証券アナリストジャーナル 2021

年６月号 pp.58-62 

論文 
鈴木一功「「TOB と市場買付けの「強圧性」に関する考察 ～東京機械製作所の買収防衛策を題材に

～」Ｍ＆Ａ専門誌マール 第 327 号（2022 年１月号） 

☆蟻川靖浩 

共著 
Yasuhiro Arikawa and Hanh Nguyen HOANG (2022) Capital Structure Adjustment in Emerging Markets: 

Evidence from Vietnam. Working paper. https://ssrn.com/abstract=4009437 

共著 
Yasuhiro Arikawa and Vikas Mehrotra (2021) Distribution of Long-run Stock Returns: Evidence from Japan 

and the US. RIETI Discussion Paper Series 21-E-084 

☆小倉義明 単著 
『地域金融の経済学－人口減少下の地方活性化と銀行業の役割』（慶應義塾大学出版会，2021 年）全

7 章 

◎Nguyen Thi 
Phuong Thanh 

論文・共著 
Kubo, K., Nguyen, T.P.T (2021). Female CEO on Japanese corporate boards and firm performance. Journal of 

the Japanese and International Economies, 62, 101163. 

論文・単著 
Nguyen, T.P.T (2021). Effects of board gender diversity on firm investment and performance. The Waseda 

commercial review, 461, 47-92. 

◎吉田賢一 論文・共著 
吉田賢一・馬奈木俊介（2021）「ESG 経営の評価」，『証券アナリストジャーナル』59 (11)，64-76 頁 招

待あり，査読なし 

〇飯野佳亮 論文 
飯野佳亮（2022），クロスボーダーM&A の多様性とパフォーマンス －タイプと実施目的に注目した

実証分析－，早稲田大学商学研究科紀要，94，掲載予定 

（（２２））学学会会発発表表                                                                                                    

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※広田真一 

学会発表 
“Money Supply, Opinion Dispersion, and Stock Prices” 広田真一，日本ファイナンス学会第 29 回大会，

2021 年６月５日. 

学会発表 
“Profitability and Employment: Cross-Country Comparison of the World’s Largest Corporations” 2021 SASE 

Conference (Conference for the Society for the Advancement of Socio-Economics), July 2, 2021. 

☆宮島英昭 

学会発表 

“Market for Corporate Control in Prewar Japan: Empirical Analysis of Target Features and Post-Merger 

Performance”, 2nd World Congress on Business History, Business History Society of Japan, online, September 

11 2021, (with Shinya Kawamoto) 

学会発表 

“Japanese Capitalism in the 21st Century: Outside Ownership, Managerial Control and Stock Repurchases”, 

2nd World Congress on Business History, Business History Society of Japan, online, September 9 2021 (with 

Julian Franks, Colin Mayer, Ryo Ogawa) 

☆尾崎祐介 学会発表 Fujii, Y. Okura M. and Osaki, Y. Ambiguity prizes in contests, The 48th European Group of Risk and Insurance 
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Economists Annual Meeting, Online. 

☆鈴木一功 学会発表 
Becht M., J. Franks, H. Miyajima and K. Suzuki 2021 “Outsourcing Active Ownership” 日本経営財務研究

学会 2021 年大会 

☆宇野 淳 

学会発表 
宇野淳 柴田舞 戸辺玲子 「価格優先のコストと流動性」2021 年９月 日本ファイナンス学会 2021

年秋大会 

学会発表 
宇野淳 戸辺玲子 「中央銀行の国債貸出 vs.レポ市場」2022 年 2 月 日本ファイナンス学会 2022

年大会  

学会発表 宇野淳 丸山大介 「最小売買単位と株式併合」2022 年 2 月 日本ファイナンス学会 2022 年大会 

☆蟻川靖浩 

学会発表 
Yasuhiro Arikawa and Vikas Mehrotra (2022) Distribution of Long-run Stock Returns: Evidence from Japan 

and the US. JFA-PBFJ Special Issue Conference, 九州大学（オンライン開催） 

学会発表 
Yasuhiro Arikawa and Hanh Nguyen HOANG (2021) Capital Structure Adjustment in Emerging Markets: 

Evidence from Vietnam. 日本ファイナンス学会第 29 回大会，東京工業大学（オンライン開催） 

◎五島圭一 

学会発表 
有賀涼・五島圭一・千葉貴司（2021），CO2 排出量と企業パフォーマンス；Double Machine Learning

を用いた日本の実証研究，日本経済学会 2021 年度秋季大会，大阪大学 

学会発表 
八木厚樹・五島圭一（2021），東京株式市場におけるカーボンプレミアム，日本ファイナンス学会第

3 回秋季研究大会，オンライン 

◎Nguyen Thi 

Phuong Thanh 

学会発表 

Nguyen, T.P.T, Thai, M.H. (2021). Effects of female directors on gender diversity at lower organizational levels 

and CSR performance: Evidence in Japan. The 2021 New Zealand Finance Meeting, taken place online at 

Auckland University of Technology, New Zealand. 

学会発表 
Nguyen, T.P.T (2021). Effects of board gender diversity on firm investment and performance. The 7th Annual 

International Corporate Governance Society Conference, held online at Groningen University, the Netherlands. 

◎吉田賢一 

学会発表 
吉田賢一（2021）, CSR 活動と安定保有株主，株式持ち合い, 企業と社会フォーラム, 第 33 回東日本

部会, ウェビナー方式（Zoom）（2021 年 5 月 15 日）  

学会発表 
吉田賢一（2021）, CSR 活動が外生的ショック時の株価に与える影響, 日本ファイナンス学会, 第 29

回大会, ウェビナー方式（Zoom）（2021 年 6 月 6 日）査読あり 

学会発表 

吉田賢一（2021）, CSR 活動と安定保有株主，株式持ち合い，海外機関投資家：コーポレート・ガバ

ナンス改革の前後を対象とするパネル分析, 日本経営財務研究学会, 東日本部会, ウェビナー方式

（Zoom）（2021 年 7 月 3 日） 

学会発表 

Yoshida, K. (2021) CSR Activities and Supply Chain Networks: A Propensity Score Matching Analysis, The 

Fourth Conference on CSR, the Economy and Financial Markets, Zoom Webinar (2021 年 11 月 12 日) 

※飯野圭亮氏，馬奈木俊介氏との共同研究 査読あり 

学会発表 

Yoshida, K. (2021) CSR Activities and Managerial Entrenchment of Cross Shareholdings: Evidence from 

Corporate Governance Reform in Japan, JFA-PBFJ Special Issue Conference -Japanese Financial Market-, 

Zoom Webinar (2022 年 3 月 14 日) 

※栗田健一氏，馬奈木俊介氏との共同研究 査読あり 

〇飯野佳亮 学会発表 
飯野佳亮・宮島英昭（2021），クロスボーダーM&A は国内 M&A と比較してパフォーマンスを改善さ

せているのか，日本経営財務研究学会第 45 回大会 
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整整理理番番号号  2021-07 

研研究究課課題題  英語による発信力を強化する体系的プログラムの開発 (II) 
研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等    

Covid19 の世界的蔓延により、グループでの活動に大幅な制約を受けたため、2021 年度も研究計画によ

る「研究分担」に基づいて各研究員が研究を行った。浅利、佐藤、篠原、山田、室谷は国際学会で発表（オ

ンライン）を行った。また、篠原は発話・発声に関する研究を A* ジャーナル 2 誌に論文を公表した。ま

た、2 回の全体会合、1 回の講演会（プロ研 BTCI 共催）を行い、その都度情報を交換した。外部資金の

申請・獲得も積極的に行った。この点でも COVID-19 対策長期化のために、2019 年度と同じく各研究員

が「研究分担」に基づく各研究員の独自の研究に頼る事となり、部会としてのまとまった活動はできなか

ったが、浅利、篠原、森田、室谷は本研究課題の視点を重視しながら継続課題の研究に当たった。そうし

た中でも、商学部の GMP の取り組みと連動させ、英語の発信力強化のプログラムの実践について知見を

蓄積する事ができ、情報の交換を頻繁に行っている。来年度は、GMP 1 年間の成果も踏まえ、各研究員の

研究を統合するための活動を再開、強化する。 
（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 
（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※森田 彰 著書監修 森田彰 (2022) Aspects of British Culture: Academic Approaches, 金星堂. 

☆エルウッド・

ケイト 

論文 
Elwood, K. (2021). University Classroom Discussion: An Investigation of Practices and Perceptions 日本実用

英語学会論叢 27 号，21-23. 

論文 
Elwood, K. (2021). What makes a good discussion? Insight from students. 早稲田商学同攻会『文化論集』60

号，1-35. 

☆篠原靖明 論文 

Shinohara, Y., Han, C., & Hestvik, A. (in press). Discriminability and prototypicality of non-native vowels. 

Studies in Second Language Acquisition. 

Lee, A., Shinohara, Y., & Mut, T. C. (2022), Non-native length contrast perception by Japanese and 

Cantonese speakers. Proceedings of Meetings on Acoustics, 45, 060003. https://doi.org/10.1121/2.0001529 

Shinohara, Y., & Iverson, P. (2021), The effect of age on English /r/-/l/ perceptual training outcomes for 

Japanese speakers. Journal of Phonetics, 89, 101108. DOI: 10.1016/j.wocn.2021.101108 

◎室谷章子 論文 
Muroya, A. (2022), A bidirectional comparison of English and Japanese learners’ willingness to communicate 

in their foreign language. Ampersand 9, Elsevier. 

（（２２））学学会会発発表表 

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※森田 彰 学会発表 
森田彰（2021）, 教養から Academic へ―テキスト Aspects of British Culture: Academic Approaches 作成

の視点－, 外国語教育メディア学会第 60 回全国研究大会, Proceedings pp.192-193, オンデマンド. 

☆浅利庸子 学会発表 
Asari, Y (2021) The Use of Formulaic Sequences and Perceived Fluency, The 25th PAAL International Online 

Conference 

☆佐藤詩恵 学会発表 
（査読付）Sato, S. (2021), Use of Modal Verbs in EFL Writing: Comparison between L1 English Speakers and 

Asian Learners. The 2nd Malaysian Association of Applied Linguistics International Conference, Online. 
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☆山田 茂 学会発表 

山田茂（2021）, 学習英英辞典・辞書学会の動向：“Monolingual Learners' Dictionaries - where now” 

（2013）の後, 講演．JACET 英語辞書研究会「英語辞書学の動向」オンライン． 

Yamada, S. (2021), Development of EFL Dictionaries with Special Reference to Their Innovative Features, The 

14th International Conference of the Asian Association for Lexicography: Lexicography and Language 

Documentation. National Agency for Language Development and Cultivation, Ministry of Education and 

Culture of the Republic of Indonesia, Online.  

Yamada, S. (2021), English-Japanese dictionaries: Their beginnings and the influence of kanji compound 

formations and of EFL dictionaries, Plenary lecture. Symposium on (cross-) cultural lexicography. Asian 

Association for Lexicography, Online. 

山田茂（2022）「学習英英辞典検索問題集の可能性」2021 年度 JACET 英語辞書研究会第 3 回例会．オ

ンライン． 

☆篠原靖明 学会発表 

Lee, A., Shinohara, Y., & Mut, T. C. (2021), Perception of non-native quantity contrasts by Cantonese and 

Japanese speakers, The 181st meeting of the Acoustical Society of America, Seattle, Washington USA. (The 

Journal of the Acoustical Society of America, 150(4), A43–A43. DOI: 10.1121/10.0007568) 

◎室谷章子 学会発表 
Muroya, A. (2021), Variability in L2 English verbal morphology by L1 Japanese speakers and prosodic transfer, 

the 46th Austrian Linguistics Conference 2021, Online). 
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整整理理番番号号  2021-08 

研研究究課課題題  管理会計におけるリスク分担機能の研究 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

各研究者はそれぞれの上記の研究課題について分担し研究を進めるとともに、研究および分析に必要な

データを収集した。他方で、先行研究を丹念にレビューし、理論的考察を行った。また、必要に応じて質

問書調査を実施した。そして、得られた結果を、著書、論文、学会を通じて発表した。 

（（１１））論論文文・・著著書書                                                                                          

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※鈴木孝則 論文 DX 人材に必要な会計情報システムの基礎 企業会計 73 (10) 1349-1357 2021 年 09 月 

☆伊藤嘉博 

著書 伊藤嘉博・目時壮浩（2021）『異論・正論 管理会計』中央経済社 

論文 
伊藤嘉博（2021）「BCP の鍵を握るのは災害時の損失の予測」（シリーズ BCP の実現を支援する品

質コストアプローチ第１回）『クオリティクラブ』（日本科学技術連盟）28 号，pp.15-16. 

論文 
伊藤嘉博（2021）「損失ロスコスト分析」（シリーズ BCP の実現を支援する品質コストアプローチ第

2 回）『クオリティクラブ』（日本科学技術連盟）29 号，pp.15-16. 

☆町田遼太 

論文 
Machida, R., and Oshika, T. (2021) Perception of the Controllability Principle and its Consequences for 

Budgetary Control. Asia-Pacific Management Accounting Journal, 16(3), 359-381 

論文 
町田遼太・牧野功樹・新井康平・荻原啓佑・妹尾剛好（2022）「管理会計研究における QDA

（Qualitative Data Analysis）の実態－文献分析による検討－」『原価計算研究』第 46 号，近刊 

論文 
新井康平・町田遼太・荻原啓佑・尻無濱芳崇（2022）「病院における費用・資産効率としての経営

者能力スコア：公立病院における検証」『原価計算研究』第 46 号，近刊 

論文 
福島一矩・牧野功樹・妹尾剛好・新井康平・町田遼太（2022）「中小企業における会計知識が MCS

の採用に与える影響とその経済的帰結」『企業研究』第 40 号，近刊 

論文 
町田遼太（2021）「特集 業務改善のヒントを発掘 管理会計 10 のエビデンス ⑨起業家ギャップ」

『企業会計』第 73 巻第 6 号, 58-62 

☆目時壮浩 著書 伊藤嘉博・目時壮浩（2021）『異論・正論 管理会計』中央経済社 

◎庵谷治男 論文 庵谷治男，2022「アメーバ経営における管理会計システムの拡張性」『會計』201(1)：64-78. 

◎潘 健民 

論文 

“How do Auditors Respond to Accounting Restatements? Evidence on Audit Staff Allocation,” Review of 

Quantitative Finance and Accounting 58 (2), February 2022, 847-879 (with Wuchun Chi, 英語論文，査読

付き，SCOPUS, MoST Journal Ranking: A Tier2) 

論文 

「企業揭露品質與經理人能力之關聯：以強制管理階層盈餘預測修正為例（Corporate Disclosure 

Quality and Managerial Ability: Evidence from Mandatory Management Earnings Forecasts Revisions）」，

Review of Accounting and Auditing Studies（會計審計論叢）11 (2)，December 2021, 43-84（中国語論文，

査読付き，MoST Journal Ranking: TSSCI Tier 2，共著者：黃郁茜） 

論文 
「經理人能力與盈餘管理之關聯（The Association between Earnings Management and Managerial 

Abilities）」，Journal of Contemporary Accounting（當代會計）22 (2), November 2021, 251-281（中国語
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論文，査読付き，MoST Journal Ranking: TSSCI Tier2，2019 年 JCA 穩懋當代會計修士論文研討会「優

等賞」受賞論文，共著者：李佳芮） 

論文 

“Legal Liability, Audit Manpower Allocation, and Audit Quality: Evidence from Japan,” International 

Journal of Auditing 25(2), July 2021, 426-441. (with Wuchun Chi, 英語論文，査読付き，SCOPUS, SSCI, 

ABDC Journal Quality List: A, MoST Journal Ranking: A-) 

◎秋山 盛 

論文 
秋山盛『金融機関経営のための管理会計研究：サステナブル経営に向けた叡智の結集』早稲田大学

博士（商学）学位申請論文（2021 年 7 月 7 日審査合格） 

著書 
秋山盛『サステナブル経営を実現する金融機関の管理会計：いま経営に必要な叡智とは』中央経済

社（2022 年 3 月刊行予定） 

（（２２））学学会会発発表表                                                                                                      

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆大鹿智基 学会発表 
従業員への付加価値分配とサステナビリティ 大鹿智基 日本経済会計学会第 2 回秋季大会 2021

年 12 月 18 日  招待有り 

☆清水信匡 

学会発表 
「経済性評価技法の説明理論の系譜：NPV 法の有用性の再検討」 日本原価計算研究学会 2021

年度（第 47 回）全国大会（同志社大学）2021 年 8 月 

学会発表 

T. Kajiwara, Y. Kubota, O. Maruta, H. Ozawa, N. Shimizu Beyond Target Costing: A Field Study at Mazda 

on Strategic Cost Management during Product Development Stage Virtual Congress (Europe Accounting 

Association) 2021. May 

☆町田遼太 

学会発表 

町田遼太・牧野功樹・新井康平・荻原啓佑・妹尾剛好（2021）「管理会計研究における QDA

（Qualitative Data Analysis）の実態－文献分析による検討－」日本原価計算研究学会全国大会自由論

第報告（2021 年 8 月 31 日） 

学会発表 

新井康平・町田遼太・荻原啓佑・尻無濱芳崇（2021）「病院における費用・資産効率としての経営

者能力スコア：公立病院における検証」日本原価計算研究学会全国大会自由論第報告（2021 年 8 月

31 日） 

◎海老原崇 学会発表 
赤塚尚之・海老原崇．2021.「価値関連性研究の意義とエビデンス・ベースの基準設定－銀行研究を

基礎として－」日本経済会計学会第 2 回秋季大会（専修大学） 

◎庵谷治男 学会発表 
庵谷治男「アメーバ経営における管理会計システムの拡張性」日本会計研究学会第 80 回大会統一

論題, 2021 年 9 月 9 日, 九州大学（オンライン開催） 

◎古賀健太郎 学会発表 

原価計算研究学会 2021 年次大会 2021 年 8 月 31 日 

When and where does the tournament prize matter?（邦題「相対的な従業員の業績評価が企業の業績に

効果を及ぼす要件についての実証分析」） 

Sang Woo Ahn (Stanford University)，Jeong-Hoon Hyun (NEOMA Business School)，古賀健太郎（一橋

大学＝発表時，発表者），Jae Yong Shin (Seoul National University) 

同志社大学にて（ただし，発表は遠隔） 

◎野坂和夫 学会発表 
多種多様な暗号資産に応じた所得区分該当性の探究－支払手段の視点からの雑所得または譲渡所

得にすべきかの理論分析－ 野坂和夫, 松本実 税務会計研究学会第 33 回大会自由論題報告 2021

年 11 月 28 日 
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学会発表 
税負担削減行動と CSR 活動の経営戦略関連性の実証分析  野坂和夫, 福田勝樹, 佐野哲哉  日本原

価計算研究学会第 47 回全国大会自由論題報告 2021 年 8 月 31 日 

◎潘 健民 

学会発表 
“The Association Between Managerial Ability and Cost Stickiness” 2021 JCA Master Theses Award Seminar, 

Tamkang University, Taipei, October 30, 2021 (with Ya-ting Chuang) 

学会発表 
“The Timeliness of Misstatement Discovery: An Audit Partner-Level Analysis” 2021 Annual Meeting of the 

American Accounting Association, Virtual Conference, August 2-5, 2021 (with Wuchun Chi, Anxuan Xie and 

Hong Xie) 

学会発表 
“Does Size Matter? Evidence from Non-Big 4 Audit Firms in an Emerging Market using a Quantile 

Regression Analysis” 2021 Journal of Contemporary Accounting Annual Conference, Taipei, Taiwan, April 

24, 2021 (with Wuchun Chi and Xiaohai Long) 

◎矢内一利 学会発表 日本会計研究学会第 80 回大会 自由論題報告 「戦略タイプの特性と利益目標との関係の検証」 

◎須藤時男 学会発表 
日本管理会計学 30 周年記念 Web 部会報告 開催日時：2021 年 12 月 4 日（土） 報告テーマ 「フ

ァミリービジネスにおける資産保有の特徴に関する考察」 

◎秋山 盛 

学会発表 
秋山盛（単独報告）『サステナブル社会の実現と管理会計：金融機関での投融資の組織内コントロ

ールを視野に入れた考察』日本原価計算研究学会第 47 回全国大会自由論題報告（2021 年 8 月 31 日） 

学会発表 
秋山盛（単独報告）『管理会計の視点からみた金融機関の動向に対する考察：アンバンドリング理

論を手がかりに』専修大学会計学研究所第 3 回定例研究会報告（2022 年 2 月 22 日・招待報告） 
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整整理理番番号号  2021-09 

研研究究課課題題  国際ビジネス戦略の新展開：理論と実証分析の最前線 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

今年度はコロナの影響で研究会を開催することが難しく、全員が一堂に会することが不可能であった。

それでも各研究員の研究成果には見るべきものがあった。詳細は以下の研究業績報告書を参照ください。 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆谷口真美 

論文 

Briscoe, J. P., Kaše, R., Dries, N., Dysvik, A., Unite, J. A., Adeleye, I., ... Taniguchi, M.& Zikic, J. (2021). 

Here, there, & everywhere: Development and validation of a cross-culturally representative measure of 

subjective career success. Journal of Vocational Behavior, 130, 103612. 

論文 

Reichel, A., Lazarova, M., Apospori, E., Afiouni, F., Andresen, M., Bosak, J., ... & Taniguchi, M. (2022). The 

disabling effects of enabling social policies on organisations’ human capital development practices for women. 

Human Resource Management Journal. 

論文 
谷口真美.（2021）. 多様性の取り組みを競争優位につなげる. Disclosure & IR= ディスクロージャー 

&IR, 17, 104-110. 

論文 

Macpherson, I., Taniguchi, M. and Froese, F.J. (2021), Numbers and Needed Nuances: A Critical Analysis of 

the Gender Equity Index (GEI), in Inclusion in the Compendium of Diversity, Equity and Inclusion Indices 

(Edward Elgar, 2021) edited by Ng, E., Stamper, C. and Klarsfeld, A 

☆白木三秀 

論文・単著 「日本企業のグローバル人材育成の課題と方向性」『経営行動研究年報』第 30 号，2021 年，pp.5-9. 

論文・単著 
「シンガポールの専門職向けビザ取得基準の引き上げと日本企業への含意」『トランスナショナル

HRM 研究所会報』第 12 号，2021 年 3 月，pp.42-47. 

☆長谷川信次 

著書編著 
長谷川信次編著（2021)，コロナ下の世界における経済・社会を描く−ロックダウン・イン・パリ体験

を通して，同文舘出版，全 11 章 

論文 

Hasegawa, R., Hasegawa, S., and Akiyama, T. (2021) “The Inferred Determinants of Employees’ Turnover 

Intention: A Comparison between Japanese and Foreign-owned Firms in Japan”, International Journal of 

Business and Management, 16(8): 96-114, 2021 

☆エドマン 

ジェスパー 

論文・共著 

Edman, J. & R. Takeuchi “Do Japanese Expatriates Matter for Foreign Subsidiary Performance? A Role-Based 

Analysis of Three-Wave Panel Data.” Research Institute of Economics, Trade and Industry (RIETI) Discussion 

Paper Series. June, 2021 

論文・共著 
Edman, J. & S. Jonsson “Shouts, Slander and Silence: Incumbent Resistance to Disruptive Logics.” 

Organization Theory. Forthcoming 

☆池上重輔 

論文 
Mikami, K., J, Ikegami., & Bird, A. (2022). Opportunism and trust in cross-national lateral collaboration: the 

Renault-Nissan Alliance and a theory of equity-trust. Journal of World Business, 57(3)  

論文 
Ono, K., & Ikegami, J. J. (2020). Mechanism of humanistic leadership for success: lessons from Konosuke 

Matsushita. Cross Cultural & Strategic Management. 

論文 井上葉子, 池上重輔, & 八木京子. (2020). インバウンド・ツーリズム産業における持続可能なビジネ
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ス・エコシステム構築に向けて: 米国ナパバレーのワインツーリズムにおけるエコシステムを事例

に. 異文化経営研究= Transcultural management review, (17), 21-40. 

共著 インバウンド・ルネッサンス 日本再生，（2020，11） 日本経済新聞社，１章，５章，９章，12 章 

共著 
マーケティング実践テキスト 基本技術からデジタルマーケティングまで 単行本 – 2020/2/28 日本

能率協会 第１章 

共著 

Global Trends, Dynamics, and Imperatives for Strategic Development in Business Education in an Age of 

Disruption (Advances in Higher Education and Professional Development) 2021/9/17 Chapter 4 Business 

Education in Japan 

◎清水さゆり 論文・単著 
「中小企業における深化と探索と新規事業創造 －蔵前産業 Explo 事業部を事例として－」『戦略研

究 30』（2022）＊印刷中のため，頁数不明 

◎竹之内秀行 論文 竹之内秀行（2021）「同族企業の国際化と地域とのつながり」『世界経済評論 Impact』，vol.2326. 

◎長谷川礼 

論文 

Hasegawa, R., Hasegawa, S., and Akiyama, T. (2021), The Inferred Determinants of Employees’ Turnover 

Intentions: A Comparison between Japanese and Foreign-owned Firms in Japan, International Journal of 

Business and Management, 16, 8, 96-114 

論文 
長谷川礼（2022）, 女性労働者の離職意向に関する職位・企業タイプ別比較分析, 大東文化大学経営

論集：長島芳枝教授追悼号, 予刊 

◎林  正 論文 
林 正, 2021,「グローバルシティと海外子会社の立地選択 －企業の投資目的と国の制度環境の影響

－」『国際ビジネス研究』国際ビジネス研究学会, 第 13 巻 2 号, pp.65-77, 査読有. 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆谷口真美 学会発表 

Relationships among Diversity Types in a Top Management Team: A Longitudinal Qualitative Study of the 

Strategic Change Process, Taniguchi, M. & Dass., P, Paper presented at Annual Meeting of Academy of 

International Business, June 28, 2021 

☆長谷川信次 

学会発表 

Hasegawa, S., Hasegawa, R., and Akiyama, T. (2021), Why employees quit their companies - a comparison 

between Japanese firms and foreign firms in Japan?, 16th International Conference of the European 

Association for Japanese Studies (EAJS), Ghent University. 

学会発表 
Hasegawa, R., and Hasegawa, S. (2021), Comparative Analysis of Factors Influencing Job Satisfaction by 

Gender and Firm Types in Japan, 33rd SASE Annual Meeting, Universität Duisburg Essen. 

学会発表 

Hasegawa, S. (2021), Pandémie de COVID-19 et segmentation du marché du travail au Japon : Une analyse 

des disparités entre hommes et femmes, emplois réguliers et non-réguliers, entreprises japonaises et étrangères, 

Cycle de Conférences de l’axe travail, Université de Paris 

◎桑名義晴 学会発表 
桑名義晴（2021)，大変革時代における日本の多国籍企業の新たな成長に向けて－企業の進化・イノ

ベーション・多様性の視点から－，異文化経営学会 2021 年度第２回研究大会，オンライン 

◎竹之内秀行 

学会発表 
大東和武司・岸本寿生・竹之内秀行・山本崇雄・竹之内玲子（2021）「同族企業の異質性と海外進出

の関係」，国際ビジネス研究学会第 28 回全国大会，専修大学． 

学会発表 
高橋意智郎・竹之内秀行（2021）「日本企業の海外展開における柔軟性と企業内要因」，国際ビジネ

ス研究学会第 28 回全国大会，専修大学． 
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学会発表 

大東和武司・岸本寿生・竹之内秀行・山本崇雄・竹之内玲子（2021）「地域同族企業の国際化－その

制約と克服にかかわるひとつの検討－」，国際ビジネス研究学会第 57 回関西部会・第 105 回関東部

会合同部会，オンライン． 

学会発表 
大東和武司・岸本寿生・竹之内秀行・山本崇雄・竹之内玲子（2021）「中堅・中小企業の海外進出 －

日系同族企業の事例－」，国際ビジネス研究学会第 15 回中四国部会，オンライン． 

◎長谷川礼 学会発表 

Hasegawa, R., and Hasegawa, S., (2021), Comparative Analysis of Factors Influencing Job Satisfaction: By 

Gender and Firm Types in Japan, 33rd Annual Conference Society for the Advancement of Socio-Economics, 

University of Duisburg-Essen, Virtual Conference   

Hasegawa, R., Hasegawa, S., and Akiyama, T. (2021), Why Employees Quit Their Companies: A Comparison 

between Japanese firms and foreign firms in Japan, 16th International Conference of the European Association 

for Japanese Studies, Ghent University, Ghent, Belgium, Virtual Conference 

◎林  正 学会発表 
林 正, 2021「日本における外資系企業の撤退形態の影響要因」国際ビジネス研究学会 第 28 回全国大

会, 2021 年 11 月 7 日. 
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整整理理番番号号  2021-10 

研研究究課課題題  グローバライゼーションと財務会計研究 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

コロナ禍により今年度の活動は当初予定していた海外からの研究者の招聘を断念せざるを得ず、オンラ

インによる研究会 1 回の開催(会計研究所と鈴木孝則分科会との共催)にとどまった。研究会での報告内容

は以下の通りである。 

畢天維（早稲田大学商学部助手） 

「経済社会における会計の役割と制度設計：中国国家会計学院の設立の歴史からみた制度設計上の示唆」 

金奕群（早稲田大学商学部助手） 

「情報処理コストと決算発表後の投資家反応：XBRL による財務報告に関する実証研究」 

岡田慎太郎（産業経営研究所・招聘研究員） 

「銀行業における金融商品の公正価値の評価に関する研究」 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆奥村雅史 

論文共著 
金奕群, 奥村雅史（2022)，財務諸表情報の複雑性と株式流動性 －XBRL を用いて測定した複雑性と

決算発表直後の投資家行動－，現代ディスクロージャー研究 19 号掲載予定，1-31 

論文共著 
金奕群, 奥村雅史（2022)，決算発表前後におけるビッド・アスク・スプレッドのイントラディ変化 早

稲田商学 462 号，49-80 

☆秋葉賢一 

論文 
「投資のリスクからの解放：外貨建金銭債権の換算差額との関係について」『Disclosure & IR』17, 

63-69, 2021-05 

論文 「わが国における非継続事業に関する損益の区分表示」『會計』199(6), 621-634, 2021-06 

単著 『報酬にみる会計問題』（1 章－17 章，333 頁）日本公認会計士協会，2021-7 

論文  「為替換算調整勘定の減損処理」『會計』 201(1), 1-12, 2022-01 

☆大塚忠義 

論文 
（共著）（査読付）「老後生活費への不安感の要因分析」大塚忠義，谷口豊 2022. 3. 生活経済研究，第

55 巻 pp16-30 

論文 「生協共済における ERM の意義」大塚忠義 2021. 9. 生活協同組合研究 第 548 号 pp29-36 

著書 

（共著，共編者）「生協共済の未来へのチャレンジ」編者 岡田太，栗本昭，大塚忠義，小塚和行 著

者 11 人 公益財団法人生協総合研究所生協共済研究会（東信堂）全 11 章，229 頁，担当 第 2 部第

4 章 pp109-129 

☆関根愛子 

論文 「数値から企業の実態を捉え持続的発展に貢献する」企業会計 2021 年 5 月 

論文 
「IFRS AC 会議（2021 年 2 月，4 月及び 5 月）出席報告」季刊会計基準第 72 号 2021 年 6 月「IFRS 諮

問会議（2021 年 2 月，4 月及び 5 月）会議概要」会計・監査ジャーナル 2021 年 8 月号 

論文 
「IFRS AC 会議（2021 年 9 月）出席報告」季刊会計基準第 72 号 2021 年 12 月「IFRS 諮問会議（2021

年 9 月）会議概要」会計・監査ジャーナル 2022 年 2 月号 

論文 「国際評価基準審議会(IVSC)の評議員会報告」会計・監査ジャーナル 2022 年 2 月号 

論文 「SDGｓへの取組と会計プロフェッションの役割」青山アカウンティング・レビュー11, 8-26, 2022  
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☆野村俊一 

論文 

Nomura, S., Watanabe, M., Oguma, Y. (2021), Hierarchical Topic Model for Tensor Data and Extraction of 

Weekly and Daily Patterns from Activity Monitor Records, In: Gupta, M., Ramakrishnan, G. (eds) Trends and 

Applications in Knowledge Discovery and Data Mining. PAKDD 2021. Lecture Notes in Computer Science, 

vol.12705, pp.17-30, doi.org/10.1007/ 978-3-030-75015-2_3（査読有） 

論文 
野村俊一, 田中昌之（2021），余震誘発効果を考慮した繰り返し地震の予測, 統計数理, 第 69 巻 第 2

号 pp.239–254（査読有） 

◎安  珠希 単著 
Ahn, J. (2921), Optimal Contracts with Earnings Management and Internal Control, 九州産業大学商經論叢

第 61 巻第 4 号, pp.21-35. 

◎石内孔治 
論文 

石内孔治（2021）「財務安全性分析に関する一考察－先行研究からの学び－」，日本経大論集，第 51

巻第 1 号，1-18 頁 

論文 石内孔治（2022）「先行研究の資金流図による財務諸表分析」，日本経大論集，第 51 巻第 2 号 

◎井出健二郎 

論文 
さい帯血の供給原価と棚卸資産の評価額を探求して（会計監査ジャーナル 791 号 pp,70-79 日本公

認会計士協会） 

論文 
病院経営管理指標の管理会計的活用の新たなフェーズについて（昭和女子大学紀要 966 号 pp,45-58 

昭和女子大学） 

◎加藤大吾 共著 
小野正芳編（2021），27 業種別簿記・会計の処理と表示，中央経済社，全 27 章 

加藤大吾，第 20 章「J-REIT の会計」，267-280 

◎金子善行 

論文 
金子善行（2021)，法人税法におけるライセンス課税の問題点－借地権課税との対比を通じて－，産

業經理，81，1，123-132 

論文 
金子善行（2021)，公正処理基準の解釈と更正の請求の可否－TFK 事件とクラヴィス事件の検討－，

會計，200，4，69-82 

◎髙橋秀至 論文・単著 
「租税法律主義と違憲立法審査－行為・計算否認規定を中心として－」 『税法学』 第 586 号 P289-307

（2021 年 11 月 30 日）髙橋秀至 単著 

◎辻山栄子 論文 「業績報告をめぐる議論の変遷－IASB 業績報告プロジェクトを中心に」 『會計』Vol.199，No.6, 1-14. 

◎中井誠司 論文 
「アナリストによる利益予想の公表タイミングに関する調査」『経営論叢』（国士館大学経営学会）第

11 巻，第２号，25 頁～36 頁，2022 年 3 月 

◎山﨑 尚 論文 
山﨑尚（2021), リース会計における使用権モデル導入の背景に関する一考察, 獨協経済, 獨協大学経

済学部, 110, 97-110 

◎山下 奨 論文 
山下奨（2021), 経済的単一体説と公正価値測定－段階取得の会計処理の根拠に着目して－, 武蔵大学

論集, 武蔵大学経済学会, 69(1), 55-62 

◎閻  粛 論文 
Yan,S. (2021) IFRS voluntary adoption effect on the value relevance of accounting information: evidence from 

Japanese listed firms. International Journal of Management, Vol.4.1, 2021. 

○畢 天維 論文 
畢天維（2021）, A study on the characteristics of Chinese modern accounting thought, 早稲田商学, 461, 29-45

（査読） 
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（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※八重倉孝 学会発表 
Auditor Selection in Cross-Country Setting: A Re-Examination by Structural Equation Models. American 

Accounting Association 2021 Annual Meeting 

☆奥村雅史 学会発表 
特別委員会（代表：奥村雅史）（2021），情報関連技術の進展と財務会計に関する研究（中間報告），

日本会計研究学会第 80 回全国大会，九州大学 

☆秋葉賢一 学会発表 
日本会計研究学会第 80 回全国大会 統一論題報告 座長「解題：外貨換算会計の再考」九州大学（2021

年 9 月） 

☆大塚忠義 学会発表 「老後生活費への不安感の要因分析」大塚忠義，生活経済学会 第 38 回研究大会 2021.06.04 

☆野村俊一 

学会発表 
野村俊一, 田中昌之（2021), Nonstationary Renewal Model for Forecasting Repeating Earthquakes under 

Aftershock-Triggering Effects, 日本地球惑星科学連合 2021 年大会, オンライン開催. 

学会発表 
Nomura, S. (2021), Modeling and Prediction of Recurrent Earthquakes, International Actuarial Association 

(IAA) ASTIN 2021 Online Colloquium, オンライン開催. 

学会発表 
野村俊一，田中昌之（2021)，余震誘発効果を考慮した繰り返し地震の非定常更新過程，2021 年度統

計関連学会連合大会，オンライン開催． 

学会発表 
野村俊一（2021)，順序付き L1 正則化回帰のためのパス追跡アルゴリズム，日本保険・年金リスク学

会 研究発表大会（2021)，オンライン開催． 

◎井出健二郎 
学会発表 日本血液製剤機構の経営分析（第 45 回日本血液事業学会全国大会） 

学会発表 会計とリスク（日本社会関連会計学会全国大会統一論題） 

◎山下 奨 学会発表 山下奨（2021），連結基礎概念と概念フレームワーク，日本会計研究学会第 80 回大会，九州大学 

◎閻  粛 

学会発表 

Yan, S. (2021), The real effects of accounting standards transition: A new method based on Gu’s (2007) Pes. 

15th International Conference on Innovative Computing Information and Control, Online (Matsue City, Japan), 

September 15-16, 2021 

学会発表 

Yan, S. (2021), IFRS voluntary adoption effect on the value relevance of accounting information: Evidence 

from Japanese listed firms. “New circumstance: effects, teachings, and outlets” (Online) University of finance 

and economics, Global economics research institute, Ulaanbaatar, Mongolia. 
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整整理理番番号号  2021-11 

研研究究課課題題  イノベーション創出のメカニズムについてのマルチレベル分析 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

 本年度は、個人、企業、制度のそれぞれの要因が、企業とその内部の個人のイノベーションを促進する

のか、理論的および実証的な研究を、個々の分科会員が行った。特筆すべき成果としては、三橋がStrategic 

Management Journal に、日本の電気機器企業を対象として、報酬体系の変化が研究員の研究活動を変化

させ、研究員間の協働関係が変化することを発表した。 

 また、新型コロナウィルスの影響のため、限られた回数ではあるものの、対面とオンラインでの研究セ

ミナーを 4 回行い、学外の研究者から当該分野に関しての知見を得た。 

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※山野井順一 論文 経営学研究における定量的研究の潮流, 組織科学, 54, 4, 4-18. 

☆藤田 誠 論文 藤田誠「日本における経営学発展の方向性」『日本経営学会誌』第 46 号，52-59 頁，2021.5． 

☆大月博司 論文 
「企業サステナビリティに有用なテクノロジーの進化」『経営哲学』（経営哲学学会）18 巻 2 号，2022

年 1 月，pp75-89 

☆谷本寛治 

編集 

(introduction) 

Eduardo Simőes, Ana Patricia Duarte, Kanji Tanimoto, Ana Simaens, Vasco Rato (2021), Guest Editorial 

Introduction, Special Issue: Linkages and Complementarities between Ethics, Corporate Social Responsibility 

and Sustainability, Sustainability Accounting, Management and Policy Journal, Volume 12 Issue 3, 

pp.493-498. 

論文 
Tanimoto, K. (2022), “Corporate Social Responsibility in Japanese Corporations”, in D. Poff and A.C. 

Michalos (eds.), Encyclopedia of Business and Professional Ethics, Springer, forthcoming. 

☆井上達彦 

論文 
井上達彦, 鄭雅方, 坂井貴之（2022), 抖音と快手, 中国２大ショートムービーアプリのビジネスモデ

ル比較分析 －価値創造と獲得の整合性－, 日本マーケティングジャーナル, 41, 4, 1-13 

共著 井上達彦・鄭雅方（2021), 『世界最速ビジネスモデル 中国スタートアップ図鑑』日経 BP, 全 13 章 

☆三橋 平 論文・共著 
Mitsuhashi, H., & Nakamura, A. 2022. Pay and networks in organizations: Incentive redesign as a driver of 

network change. Strategic Management Journal, 43(2): 295-322. 

☆村瀬俊朗 

論文 

Asencio, R., Murase, T., Chollet, B., DeChurch, L. A., & Zaccaro, S. J. (2021). Bridging the boundary without 

sinking the team: Communication, identification, and creativity in multiteam systems. Group Dynamics: 

Theory, Research, and Practice. 

論文 
村瀬俊朗, 王ヘキサン, & 鈴木宏治.（2021). アンケート調査を越えて－自然言語処理や機械学習を用

いたログデータの活用を模索する－. 組織科学, 55(1), 16-30. 

☆梁取美夫 

共著論文 
Yanadori, Y., Kulik, C.T., and Gould, J. 2021. Who pays the penalty? Implications of gender pay disparities 

within top management teams for firm performance. Human Resource Management, 60: 681-699． 

共著論文 
Liu, X., van Jaarsveld, D. D. and Yanadori, Y. 2021. Customer aggression, employee voice and quit rates: 

Evidence from the frontline service workforce. British Journal of Industrial Relations, 1-23.  

32



共著論文 

Nikookar, E., and Yanadori, Y. 2022. Preparing supply chain for the next disruption beyond COVID-19: 

managerial antecedents of supply chain resilience. International Journal of Operations & Production 

Management, 42: 59-90 

共著論文 Yanadori, Kosaka, and Endo. 2021. Show me the gratitude! in WORKSPAN 2021. 4th quarter: 42-51 

☆カプツルキェヴ

ィッチ アガタ 

テレサ 

論文 
Kapturkiewicz, A. (2021). Varieties of Entrepreneurial Ecosystems: A comparative study of Tokyo and 

Bangalore. Research Policy, 104377.  

◎小沢和彦 論文 
Ozawa, K. (forthcoming) Organisational inertia and the dynamics of multiple organisational routines. 

Knowledge Management Research & Practice (Refereed). 

◎潜道文子 

論文 
潜道文子（2021), マネジメントの目的におけるパラダイムシフト－オルタナティブなビジネスにみ

る人間中心の価値観の競争力－, 経営経理研究, 拓殖大学経営経理研究所, 120 , 79-93 

論文 
潜道文子（2022), 「働き方改革」に求められる「働きがい」の視点とその意義, 経営経理研究, 拓殖

大学経営経理研究所, 121, 109-133 

◎万  涛 

論文 

Wan T, Wang Q, Xu K, et al. Research on innovation management of science and technology innovation team 

members based on constructive conflict evolution game[J]. Journal of Investigative Medicine, 2021, 

69:1245-1252. (SCI) 

論文 万涛. 产品差异化的战略性质量规划方法研究[J].统计与决策，2021, 15:184-188.（CSSCI） 

論文 万涛等. 科技创新团队基于价值链的创新绩效管理[J]. 科技管理研究, 2021, 41(08):142-147.（CSSCI） 

単著 万涛，《冲突与和谐：科技创新团队创新管理研究》清华大学出版社，2021 年 3 月 

◎黄 雅雯 論文 

Akino, S., Yamanaka, N., Huang, Y. & Kikuchi, W. (2021), Global Value Chain Governance and Power 

Asymmetry between Lead Firms and Suppliers: Case of Apple’s Global Value Chain and the State of Its 

Governance, International Journal of Business and Management, 16, 9, 58-70 

◎古田成志 論文 
古田成志（2022). テキストマイニングを用いたラディカルな組織変革における先行要因の探索－日

本企業におけるマトリックス組織の導入状況から－，中京学院大学紀要, 1, 1, 1-11 紀要 

◎金 倫廷 論文 
金倫廷（2021), 組織アイデンティフィケーション研究の新展開：関係アイデンティティとアイデン

ティフィケーションに注目して, 開発研究, 北海学園大学開発研究所 108, 65-76 

◎伊藤泰生 論文 
伊藤泰生（2021），産業内多角化と IPO の関係性に人的資源が与える影響－情報サービス産業におけ

る実証分析－，千葉商大論叢，59(1)，123-134 

◎足代訓史 

論文 
根来龍之・足代訓史（2021)，マーケティング機能をめぐるプラットフォームと個別事業者の相互作

用的進化, マーケティングジャーナル（日本マーケティング学会)，41, 2, 19-32, 査読有 

論文 
足代訓史（2022)，プラットフォームの独自性の変容：ミクシィにみるユーザーのエンゲージメント

行動の変化, VENTURE REVIEW（日本ベンチャー学会誌），39, 47-61, 査読有 

◎永山 晋 

論文・単著 
「現実の説明と制御：社会科学における機械学習の活用」『組織科学』永山晋，査読無，第 54 巻第 4

号，44-58 頁，2021 年 

論文・単著 
「人々の価値観と習慣を変える概念シフトのイノベーション」『DIAMOND ハーバード・ビジネス・

レビュー』永山晋，査読無，2021 年 4 月号，48-62 頁，2021 年 
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○吉澤昭人 

論文 
ダイバーシティにおける高齢者⑶－2020年の新聞記事分析を通じて－ 千葉経済論叢第64号 81-97 

2021 年 6 月１日 

論文 
ダイバーシティと高齢者，シニア －KH Coder による新聞記事のテキスト分析－ 千葉経済論叢第

65 号 147-164 2021 年 12 月 1 日 

○鄭 雅方 

共著 
井上達彦・鄭雅方「世界最速ビジネスモデル 中国スタートアップ図鑑」pp. 1-413 2021.5 日経 BP（全

13 章） 

論文 

（査読付）井上達彦・鄭雅方・坂井貴之・楊稼怡「抖音と快手，中国２大ショートムービーアプリの

ビジネスモデル比較分析－創造の活動システムと獲得の収益モデル－」『マーケティングジャーナル』

41(4), p.1-13 日本マーケティング学会 2022.3 

○古田駿輔 論文 古田駿輔（2021）, 制度的企業家研究の課題と展望, JASM 経営戦略研究, 20, 21-40 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

※山野井順一 

学会発表 
Family CEOs’ Perceived Certainty of Family Managerial Succession and Organizational Ambidexterity, 2021 

Academy of Management Meeting, 29 July - 4 August at online (with Yamanoi, J. & Katayama, H.) 

学会発表 

Boundary Conditions of Optimal Distinctiveness and Imitation Strategies: A Computational Modeling 

Approach, Strategic Management Society 41st Annual Conference, 19 September, Toronto (with Yuma 

Takeuchi & Tomomi Kito) 

☆谷本寛治 

学会発表 

Tanimoto, K. (2021), “Sustainable Business Transformation Post-COVID-19: A Look back and Look forward”, 

2nd International Conference, Global Ethics - Key of Sustainability, European Business Ethics Network, 

Keynote Speech (invited), Bucharest, Romania. (Online) 

学会発表 
Tanimoto, K. (2021), “Value Co-Creation in Crisis”, Peradeniya University International Management 

Research Sessions (invited), Business Forum 2021, Sri Lanka. (Online) 

学会発表 
Tanimoto, K. (2021), “Responsible Management Education in Japan”, The 4th GoldenBee CSR Academic 

Seminar, Keynote Speech (invited), Beijing, China. (Online). 

学会発表 
谷本寛治（2022）「サステナビリティ時代に求められる経営」（統一論題報告, 招待）, パーソナルフ

ァイナンス学会 第 21 回全国大会，早稲田大学（オンライン） 

☆三橋 平 学会発表 
Datar, Aneesh, Hitoshi Mitsuhashi, and Azusa Nakamura. 2021. Talk in safe modes: Firms’ languageuse under 

scrutiny. A paper presented at the Academy of Management Meeting (Online, 7/29-8/4). 

☆梁取美夫 学会発表 
Nikookar, E., & Yanadori, Y. 2021. How do supply chain mangers affect supply chain resilience? An 

advice-seeking perspective. Academy of Management. 

☆カプツルキェ 

ヴィッチ 

アガタ テレサ 

学会発表 

Kapturkiewicz, A. (2021). The Role of Place in Emerging Fields: A Comparative Study of ICT Entrepreneurial 

Ecosystems in Japan. In Academy of Management Proceedings (Vol. 2021, No. 1, p. 14683). Briarcliff Manor, 

NY 10510: Academy of Management. (81st Annual Meeting of the Academy of Management) 

◎小沢和彦 学会発表 小沢和彦（2021）「環境変化と組織変革」日本経営学会関東部会シンポジウム. 

◎大沼沙樹 学会発表 
大沼沙樹・秋保亮太・村瀬俊朗（2021). チーム認知とチームの創造性－トランザクティブ・メモリ

ー・システムと共有メンタルモデルの整理－，2022 年度組織学会年次大会，神戸大学 
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◎潜道文子 学会発表 
Sendo, Ayako (2021), Rethinking ‘Work Style Reform’ in Japan: The Significance of Flow Experience from the 

Perspective of Meaningful Work, Annual Conference 2021 Japan Society for Business Ethics 

◎黄 雅雯 学会発表 

秋野晶二, 山中伸彦, 菊池航, 黄雅雯（2021）, グローバル・バリューチェーン・ガバナンスの理論と

実態に関する研究－アップル社の事例を中心に－, 日本経営学会第 95 回全国大会，同志社大学

（Zoom） 

◎古田成志 学会発表 
古田成志（2021). ラディカルな組織変革研究の発展過程及び二元性を踏まえた今後の展望，2022 年

度組織学会年次大会，神戸大学（オンライン） 

◎川崎千晶 学会発表 
川﨑千晶（2022），ネットワーク上における組織間信頼の形成について，経営戦略学会第 20 回研究大

会，早稲田大学 

◎井口 衡 

学会発表 
同族企業における事業承継の不確実性と長期的投資行動（高宮賞受賞講演)，2021 年度組織学会研究

発表大会，東洋大学，2021 年 6 月． 

学会発表 
Family CEOs’ Perceived Certainty of Family Managerial Succession and Organizational Ambidexterity, 2021 

Academy of Management Meeting, 29 July - 4 August at online (with Yamanoi, J. & Katayama, H.) 

◎足代訓史 学会発表 
足代訓史・木川大輔（2021)，量か質か？先発・後発エコシステム間の競争のダイナミクス：オンラ

インレシピサービス市場の事例分析, 2021 年度組織学会研究発表大会, 東洋大学（オンライン開催） 

○古田駿輔 学会発表 
古田駿輔（2021)，正統性が組織に及ぼす負の影響に関する研究－映画「ゴジラ」シリーズを事例と

して－，2021 年度組織学会研究発表大会, 東洋大学（オンライン） 
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整整理理番番号号  2021-12 

研研究究課課題題  社会経済システムの局所化に関する経済学理論とその応用 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等 
1. 5 月 14 日（金） 菊地 和也（法政大学 経済学部 専任講師）  
The Winner-Take-All Dilemma 
2. 5 月 28 日（金） 豊泉  洋（早稲田大学 大学院会計研究科 教授） 
Random Mean Field Coordination Game and Polya’s Urn 
3. 6 月 11 日（金） 岸下 大樹（東京理科大学 経営学部講師） 
Ambiguity and Self-Protection: Evidence from Social Distancing under the COVID-19 Pandemic (with Hans H. 
Tung and Charlotte Wang) 
4. 7 月 9 日（金） 古川知志雄（横浜国立大学 大学院国際社会科学研究院 准教授） 
Tax Transparency and Social Welfare: The Role of Government Commitment  
5. 10 月 8 日（金） 今村 謙三（東京大学 マーケットデザインセンター 特任研究員） 
Meritocracy versus Diversity 
6. 10 月 22 日（金） 笠松 怜史（武蔵大学 経済学部経済学科 専任講師） 
Dynamic Dilemma of Political Distrust (joint work with Daiki Kishishita)  
7. 11 月 12 日（金） 岩崎 康平（大阪大学 社会経済研究所 講師） 
Cryptocurrency Bubbles and Costly Mining 
8. 11 月 26 日（金） 松井  潤（早稲田大学大学院経済学研究科 研究生） 
Taste-independence: An escape route from the opportunity paradox  
9. 12 月 10 日（金） 赤星  立（南山大学経済学部 講師） 
Integration of multiple criteria: characterization of the lexicographic and constrained maximal solutions 
10. 2 月 4 日（金） 下地  誠（University of York Reader） 
Generalized Cumulative Offer Processes (with Inacio Bo and Jorgen Kratz) 
（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

※高瀬浩一 論文 
Akira Nagae, Hajime Katayama, Koichi Takase (2022) “Donor aid allocation and accounting standards of 

recipients,” Economic Modelling, 106, 105702-105702. 

☆久保克行 

論文・共著 
久保克行・内ヶ﨑茂・吉田宏克・岩田 航 “経営者報酬ガバナンス改革の方向性――2020 年サーベ

イ結果をもとに” 第１回 報酬状況と中長期インセンティブ評価指標の変化 企業会計2021年7月号 

論文・共著 

久保克行・内ヶ﨑茂・吉田宏克・岩田 航 “経営者報酬ガバナンス改革の方向性――2020 年サーベ

イ結果をもとに” 経営者報酬ガバナンス改革の方向性――2020 年サーベイ結果をもとに 第２回 

役位・役割・報酬ガバナンスと報酬プラクティス 企業会計 2021 年 8 月号 

論文・共著 

Kubo, Katsuyuki, and Thanh Thi Phuong Nguyen. “Female CEOs on Japanese Corporate Boards and Firm 

Performance.” Journal of the Japanese and International Economies 62 (December 2021) : 101163. 

https://doi.org/10.1016/j.jjie.2021.101163. 

☆片山 東 論文 
Akira Nagae, Hajime Katayama, Koichi Takase (2022) “Donor aid allocation and accounting standards of 

recipients,” Economic Modelling, 106, 105702-105702. 
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論文 

Toshi H. Arimura, Kazuyuki Iwata, Hajime Katayama, Mari Sakudo (2021) “Seemingly Unrelated 

Interventions: Environmental Management Systems in the Workplace and Energy Saving Practices at Home,” 

Environmental and Resource Economics, 80(4), 761-794. 

論文 

Mriduchhanda Chattopadhyay, Toshi H. Arimura, Hajime Katayama, Mari Sakudo, Hide-Fumi Yokoo (2021) 

“Subjective probabilistic expectations, household air pollution, and health: Evidence from cooking fuel use 

patterns in West Bengal, India,”Resource and Energy Economics, 66, 101262-101262. 

☆大門 毅 

論文 
大門（2021），「アラブの春」とは何だったのか？革命 10 年後のチュニジアから－紛争の空間分析と

可視化の試み，日仏経済学会 Bulletin No. 33, pp. 29-46. 

論文 
Daimon (2021), Why Does Timor-Leste Remain Fragile? A Resource Dependence Explanation, Asian Journal 

of Peacebuilding No.9 (1), pp. 91-110. 

論文 
Daimon (2021), Sino-Japan Aid War and India’s Role: Possibilities for ‘Win-Win-Win,’ China Report No.57 

(3), pp.289-308. 

☆豊泉 洋 論文・共著 
I. Watanabe and H. Toyoizumi. Comparison between the deterministic and stochastic models of nonlocal 

diffusion. Journal of Dynamics and Differential Equations, 2022. 

☆伊藤秀史 

共著連載 
【連載】関係的契約の経済学－長期継続的関係が支える自己規律のメカニズム，経済セミナー．2020

年 8・9 月号より連載中 

共著論文 
Information Acquisition, Decision Making, and Implementation in Organizations, Hideshi Itoh and Kimiyuki 

Morita, Management Science, forthcoming. 

☆笠島洋一 論文 
Kasajima, Y. and M. Toda (2021 March), Singles monotonicity and stability in one-to-one matching problems, 

WINPEC (Waseda Institute of Political Economy)Working Paper Series No.E2023. 

☆鈴木彩子 論文・単著 “Investigating Pure Bundling in Japan’s Electricity Procurement Auctions” , Mathematics 9(14) 2021.07 

☆毛利裕昭 共著 
H. Mohri and J. Takeshita, (2021) Renewal Failure Events and Cumulative Damage Processes by Two Types of 

Shocks, Proceedings of the Reliability and Maintenance Engineering Summit 2021(RMES 2021), 114-119. 

☆加納和子 論文 
Kano, K., Kano, K., and Takechi, K., (2021), The price of distance: pricing-to-market and geographic barriers, 

Journal of Economic Geography, forthcoming  

☆菊地雄太 

論文・単著・

査読あり 

“Impact of university reform on research performance aggregated and disaggregated across research fields: a 

case study of the partial privatization of Japanese national universities”, Japanese Economic Review 

論文・共著・招

待あり・筆頭著

者・査読あり 

「近年の生産関数推定法の概観」，『社会科学研究』（東京大学社会科学研究所）72 巻（第 2 号） 

☆富  蓉 共著 
井深陽子・後藤励・泉田信行（編）『健康経済学講義－ヒューマン・ケアのための理論と実証』全 15

章 2022.2, 第 5 章 富蓉「健康サービス供給の特殊性」東京大学出版会 

◎友原章典 

論文 
Tomohara, A. (2021), Do migration networks worsen trade deficit? Evidence from the United States and 

Germany, The World Economy 44(6), 1720-1739. The World Economy, 2020 (forthcoming). 

論文 
Tomohara, A. (2021), Does immigration depreciate residential land prices? Case of Tokyo, The B.E. Journal of 

Economic Analysis and Policy, forthcoming 

単著 友原章典,（2021）会社ではネガティブな人を活かしなさい 集英社新書 

◎横溝えりか 論文・単著 「外国為替取引における米ドル決済リスク －クロスボーダー取引における決済通貨に米ドルを選択
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するリスクとは－」『政経研究』第 58 巻 3・4 号，p.1-23 

○金  鑫 論文 
金鑫（2021）, 中国の企業における工会の発言力に関する実証研究―工会満足度のアンケート調査を

基にして―, 日本労務学会誌,第 22 巻第 1 号，54-72. 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆大門 毅 

学会発表 
Daimon, T.S. (2021), “Asia-Pacific Developments and China-Japan Relations” (Shanghai Institutes for 

International Studies, Annual Conference) 

学会発表 大門（2021），「アラブの春」とは何だったのか？－革命 10 年後のチュニジアから，国際開発学会 

学会発表 
Daimon, T.S. (2021), “In Search of the Post-Pandemic Paradigm: Implications of China-Japan Rivalry for 

African Economy,” Japan Society for Afrasian Studies 

学会発表 

Daimon, T.S. (2021), “How Japan Has Survived the COVID-19 Pandemic Without Restricting Individual 

Freedom of Mobility and Disclosing Health Information? The Effectiveness of Legal Restrictions on Individual 

Freedom Upon the Pandemic Control,” Asian Association of Law Professors. 

学会発表 
Daimon, T.S. (2021), “Sino-Japanese Relations from Indian Perspective,” Indian Council of World Affairs and 

Center for Public Policy Research. 

学会発表 
Daimon, T.S. (2021), “Free and Open Indo-Pacific: Aftermath of Pandemic 2020-2021,” Japan-Korea-Taiwan 

Conference on China’s New Diplomacy. 

学会発表 
Daimon, T.S. (2021), “Gender and Sexual Diversity and Understanding Development: A Direction for 

Redesigning Post-Pandemic Development Program,” Japan Society for International Development. 

☆豊泉 洋 学会発表 

H. Toyoizumi, Ninja Queue and its Application to Theme Park, IFORS 2021, August, 2021, Zoom 

木佐木雄太，豊泉洋，ゼロ知識証明を使った投票モデル Zvote の提案，日本オペレーションズリサー

チ学会秋季研究発表会，2021，Zoom 

角野はる香，豊泉洋，NINJA 待ち行列のナッシュ均衡，日本オペレーションズリサーチ学会秋季研

究発表会，2021，Zoom 

鈴木柊一郎，豊泉洋，新型コロナウイルスの影響を鑑みた大学が取るべき方針，日本オペレーショ

ンズリサーチ学会秋季研究発表会，2021，Zoom 

山賀里咲，豊泉洋，物理ブロックチェーン型配送システムの提案，日本オペレーションズリサーチ

学会秋季研究発表会，2021，Zoom 

石井諒太郎，豊泉洋，確率動的計画法による真社会性行動の解釈，待ち行列シンポジウム 2020，

Zoom，2021 

豊泉洋，クラスター発生規模と医療システムの安定性，待ち行列シンポジウム 2020，Zoom，2021 

☆伊藤秀史 学会発表 
A Theory of Team Incentives Based on Image Concerns, Hideshi Itoh, 2021 Organisational Economics 

Workshop in Oz. http://orgecon.org/ 

☆笠島洋一 
セミナー 

発表 

Kasajima, Y. and M. Toda (2021 May) Singles monotonicity and stability in one-to-one matching problems, 

Waseda Institute of Political Economy, Waseda University, Online. 

☆毛利裕昭 学会発表 

H. Mohri and J. Takeshita (2021), Network Failure Problem of Random K-out-of-N Systems The 19th 

Conference of the Applied Stochastic Models and Data Analysis International Society ASMDA2021, Athens, 

Greece 
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学会発表 

H. Mohri and J. Takeshita, (2021) Renewal Failure Events and Cumulative Damage Processes by Two Types of 

Shocks, Proceedings of the Reliability and Maintenance Engineering Summit 2021 (RMES 2021), Nantong, 

China 

学会発表 
毛利裕昭，竹下潤一（2021）ランダム K-out-of-N システムを利用したグラフ信頼性，日本オペレーシ

ョンズ・リサーチ学会 2021 年秋季研究発表会（日本オペレーションズ・リサーチ学会） 

学会発表 

毛利裕昭，富樫耕介，竹下潤一（2021）紛争アクターが内部に潜在故障グラフ構造をもつ場合の影響

について，日本オペレーションズ・リサーチ学会 2021 年秋季研究発表会（日本オペレーションズ・

リサーチ学会） 

学会発表 

毛利裕昭, 竹下潤一（2021），グラフ上のランダム K-out-of-N システムの故障分布について（グラフ

の位相的側面にも触れて）京都大学数理解析研究所 研究集会「不確実環境下における意思決定数理

の新展開」 

☆富  蓉 

学会発表 

“Effects of College Education on Family Formation, Birth Weight, and Lifetime Fertility in East Asia: Evidence 

from a Japanese Zodiac Superstition,” Rong Fu International Health Economics Association 14th World 

Congress 

学会発表 
MIRAI and beyond: a successful collaboration from MIRAI 2017-2019, Rong Fu, MIRAI 2.0 TEG Aging 

Workshop  

学会発表 
“The consequences of changing family behavior for the elderly: comparing Sweden and Japan,” Rong Fu, 

MIRAI 2.0 Kickoff Meeting 

◎赤星 立 学会発表 

T. Akahoshi (2021) “Characterization of two solutions for criteria integration in decision making under multiple 

criteria” 第 27 回 DC コンファレンス（TCER ミクロコンファレンス）神戸大学（オンライン）2021 年

10 月 16 日 

◎木口武博 学会発表 木口武博（2021），岸田内閣の新しい資本主義について，現代日本学会，韓国 
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整整理理番番号号  2021-13 

研研究究課課題題  生産組織の選択をめぐる労使関係と経済史 

研研究究業業績績のの概概要要・・成成果果発発表表等等  

コロナ禍のため予定していた資料調査が実施できず、計画されていた新たなデータ収集とその解析に基

づく実証的な成果を十分に上げることができない１年となった。そのため既収集データによる個人的な研

究関心に基づいた研究業績も多くみられる結果となった。しかし、公刊には至っていないが、例えば花井・

小杉は、在来産業の場合、在来的経済発展論［谷本 1998］が強調する分散的生産組織を選択する事例よ

りも、集中作業場を選択して規模の経済を目指す技術革新（＝機械化と量産）が緩慢にしか行われない事

例の法が圧倒的に多かった点に着目し、改めて在来産業における生産組織選択の多様性と規模拡大・技術

革新を規定した諸条件について、醸造業の事例に基づいて分析を進めている（2022 年度に公刊予定）。 

 また確かにコロナ禍は研究上の大きな制約条件となったが、リモートによる労働の社会的な拡がりとい

う点で、生産組織に画期的な変化をもたした。その帰趨はまだ不確定だが、変化を可能にした情報通信シ

ステムのあり方、変化が労働生産性や生産現場に与えた量的・質的影響、変化の国際的な相違とその背景

という、コロナが生み出した新たな生産組織選択の問題にも領域を拡大して取り組んでいきたい。 

［谷本 1998］ : 谷本雅之『日本における在来的経済発展と織物業』名古屋大学出版会、1998 年。  

（（１１））論論文文・・著著書書  

研究所員名 

業績種別 

（論文・単

著・共著・研

究ノート等） 

発表論文名・著書名 等 

☆池尾愛子 

論文 「天野為之と唐津」『早稲田商学』第 461 号，1-27 頁，2021 年 9 月． 

論文 
「天野為之と石橋湛山：東洋経済新報と貿易論」『石橋湛山研究』第 4 号，1-25 頁（予定），2022 年

3 月 

書評(英文) 
Alan Bollard, Economists at War: How a Handful of Economists Helped Win and Lose the World Wars, Oxford: 

Oxford University Press, 2020.『早稲田商学』第 462 号，81-88 頁，2022 年 3 月． 

☆小倉一哉 論文 
「労働時間と働き方に影響する諸要因の分析」労働政策研究・研修機構編『労働時間の研究 －個人

調査結果の分析』19-53 頁，2022 年 3 月． 

☆矢後和彦 

共著書 『社会経済史学事典』（丸善出版，2021 年 6 月）編集幹事，2 項目を執筆 

書評 
書評 篠永宣孝著『中国興業銀行の崩壊と再建－第一次大戦後フランスの政治・経済・金融的対抗

－』（『経営史学』56 巻 2 号，2021 年 9 月） 

◎安元 稔 論文 
「ヴィクトリア朝英国における公衆衛生－種痘強制と市民社会－」安元 稔 

『比較都市史研究』（査読なし）第 40 巻, 6-7, 2021 年 12 月 

◎柳澤 遊 

共著書 
武田晴人編『高度成長期日本の産業発展』東京大学出版会，2021 年．第 3 章「高度成長期の大都市商

店街の発展」127-165 頁を柳沢遊が分担執筆． 

書評 
柳沢遊「書評 松田英里著『近代日本の戦傷病者と戦争体験』」政治経済学・経済史学会『歴史と経

済』254 号，2022 年 1 月，29-31 頁． 

（（２２））学学会会発発表表  

研究所員名 業績種別 発表タイトル・発表者名 等 

☆池尾愛子 学会発表 
「天野為之（1861-1938）－日本で最初の近代経済学者－」社会経済史学会，第 90 回全国大会，オン

ライン開催，神戸大学．2021 年 5 月 15 日，16 日． 
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学会発表 
「天野為之と東洋経済新報：石橋湛山との関連を意識して」第 8 回石橋湛山研究学会，2021 年 12 月

11 日，立正大学（対面開催）． 

招待講義 

招待講義 北京大学歴史学部（大学院）2022 年春学期「日本史学史」コースの内，２コマ（１コマ３

時間）をオンラインで担当． 

「天野為之と日本の近代化」（3 月 10 日)，「赤松要の雁行形態論と技術進歩・技術移転」（3 月 17 日）． 

☆矢後和彦 

学会発表 
World Business History Congress, Nagoya 2021, Session B01, Kazuhiko Yago, “Global Imbalance and Global 

Aid: coping with private financial flows at the end of the Bretton Woods era” (September 9, 2021)  

学会発表 

World Business History Congress, Nagoya 2021, Session G04, Kazuhiko Yago, “The World Bank Lending and 

entrepreneurial responses: technological and managerial transfers in France, Japan, and African countries” 

(September 10, 2021)  

◎安元 稔 学会発表 

１．「ヴィクトリア朝英国における公衆衛生－種痘強制と市民社会－」安元 稔（比較都市史研究会 

第 472 回例会，2021 年 7 月 17 日，オンライン報告） 

２.「イギリスにおける公的土地登録制度の展開」安元 稔（イギリス中世史研究会，2021 年 5 月 17

日，オンライン報告） 

◎柳澤 遊 学会発表 
柳沢遊「第 1 期 金融政策史研究の時代」日本植民地研究会・台湾学会主催 

「波形昭一先生追悼研究シンポジウム」2021 年 11 月 7 日，於 獨協大学 
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２．事業活動 

 
１．運営 

（（11））運運営営委委員員会会  

第 1 回 2021 年 4 月 14 日(水) 

1) 2021 年度研究員人事の件 

2) 2021 年度事業計画書・予算書（案）の件 

3) 共同研究の件 

 

第 2 回 2021 年 5 月 26 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 2020 年度事業実績報告書・決算書（案）の件 

3) 2021 年度分科会研究費配分（案）の件 

 

第 3 回 2021 年 6 月 23 日(水) 

1) 助手任期延長の件 

2) 研究員人事の件 

3) 研究協力員に関する内規制定の件 

4) 共同研究の件 

 

第 4 回 2021 年 7 月 14 日(水) 

1) 研究員人事の件 

 

第 5 回 2021 年 10 月 13 日(水) 

1) 研究員人事の件 

 

第 6 回 2021 年 11 月 10 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 主催・共催・協賛・後援等の取り扱いの件 

 

第 7 回 2022 年 1 月 19 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 2022 年度研究分科会募集・継続の件 

3) 2021 年度研究業績評価の件 

4) 産研ジャーナルランクリスト改訂の件 

 

第 8 回 2022 年 3 月 9 日(水) 

1) 研究員人事の件 

2) 助手学外兼職の件 
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２．研究活動 

（1）研究分科会の設置 

2021 年度は 13 分科会を設置し、研究会等を随時開催した。 

  

（2）産研講演会、産研アカデミック・フォーラムの開催 

産研講演会（14 回） 

日 講   師 テーマ  
 

4 月 19 日（月） 
（オンライン開催） 

永野  護 氏 
成蹊大学 経済学部 教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Online Banking Users vs. Branch Visitors: 
Why Are Their Portfolio Returns Different? 

4 月 26 日（月） 
（オンライン開催） 

大村 敬一 氏 
早稲田大学 名誉教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
金融深化の罠（各論編）： 
新しいエクイティファイナンススキームにおける相克－ 
重要なのは機動的なファイナンスの実現か 
正当なバリュエーションか 

5 月 10 日（月） 
（オンライン開催） 

辻本 祐介 氏 
Ph. D. Candidate, Alberta School of 
BusinessUniversity of Alberta, 
Canada 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Does Corporate QE Induce Gap Filling?  
Evidence from the Bank of Japan's Corporate Bond 
Purchases during the COVID-19 Pandemic 

5 月 13 日（木） 
（オンライン開催） 

村山  宏 氏 
株式会社日本経済新聞社 
編集委員 

迫る中国の人口減少～変容するビジネス 

5 月 24 日（月） 
（オンライン開催） 

広田 真一 氏 
早稲田大学 商学学術院 教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Money Supply, Opinion Dispersion, and Stock Prices 

6 月 7 日（月） 
（オンライン開催） 

Giang Nguyen 氏 
早稲田大学 政治経済学部 講師 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Social Connectedness and Venture Capital Investment 
＊英語でのご報告 

6 月 21 日（月） 
（オンライン開催） 

岩澤誠一郎 氏 
名古屋商科大学 
ビジネススクール 教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
The Impact of Salience on Investor Expectation:  
Evidence from Stock Price Forecasting Website 
＊日本語でのご報告 Waseda Organizational and Financial Eco

7 月 5 日（月） 
（オンライン開催） 

五島 圭一 氏 
東京大学エコノミックコンサル

ティング株式会社 
データサイエンティスト 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
CO2排出量と企業パフォーマンス； 
Double Machine Learning を用いた日本の実証研究 

7 月 12 日（月） 
（オンライン開催） 

松田 康彦 氏 
Lead Specialist, Human Capital 
Project, Human Development Vice 
Presidency, The World Bank 

From Zama to the World (Bank): 
留学と国際開発機関でのキャリアの勧め 
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7 月 19 日（月） 
（オンライン開催） 

三輪宏太郎 氏 
九州大学 経済学部 准教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Textual Opinions in Stock Markets  
＊英語でのご報告 Waseda Organizational 

11 月 1 日（月） 
（オンライン開催） 

後藤 晋吾 氏 
Associate Professor, College of 
Business, University of Rhode 
Island,USA 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
True Alphas or False Positives? In-Sample and  
Out-of-Sample Evidence for a Large Number of Equity  
Portfolios ＊日本語でのご報告 

11 月 22 日（月） 
（オンライン開催） 

青野 幸平 氏 
立命館大学 経済学部 教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Measuring the Value of Corporate Cash Holdings against 
Predictable and Unpredictable Negative Shocks 
＊日本語でのご報告 

11 月 29 日（月） 
（ハイフレックス開催）

芹田 敏夫 氏 
青山学院大学 経済学部 教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
株価急落期の投資信託のパフォーマンス： 
新型コロナショックとリーマン・ショックの比較 

11 月 29 日（月） 
（オンライン開催） 

南川 秀樹 氏 
一般財団法人日本環境衛生セン

ター理事長 
持続可能な社会に向けて－日中環境問題を論じる 

12 月 3 日（金） 
（オンライン開催） 

中澤 克二 氏 
日経新聞論説委員兼編集委員 中国共産党と習近平長期政権の行方 

12 月 6 日（月） 
（オンライン開催） 

笠原 晃恭 氏 
大阪大学 経済学研究科 講師 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
日本市場における Post-Earnings Announcement Drift と 
流動性の分析 

12 月 13 日（月） 
（オンライン開催） 

田中 孝憲 氏 
関西大学 商学部 教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Bank market competition and the quality of management 
Forecasts 

12 月 16 日（木） 
（オンライン開催） 

麻生晴一郎 氏 
ルポライター、NPO
「AsiaCommons 亜洲市民之道」

主宰 

市民活動から見える中国、香港、日中交流 

1 月 17 日（月） 
（オンライン開催） 

James Shilling 氏 
George L. Ruff Chair in Real Estate 
Studies, Driehaus College of 
Business, DePaul University, USA 
Scott Fung 氏 
Professor, College of Business and 
Economics, California State 
University, East Bay, USA 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
When Do Firms with Unique Factors of Production 
Communicate Information to Outsiders? Evidence from 
Dividend Signaling 
＊英語での報告 

1 月 24 日（月） 
（オンライン開催） 

早木 祥夏 氏 
神戸大学 経営学研究科  
博士課程後期課程 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Procyclical aggregate risk aversion in a recession 
＊日本語での報告 

1 月 31 日（月） 
（オンライン開催） 

坂和 秀晃 氏 
名古屋市立大学 経済学研究科 
准教授 

Waseda Organizational and Financial Economics Seminar 
Internationalization and the reliance of Analyst Forecasts in  
Stakeholder-oriented corporate governance: Evidence from 
Japanese MNEs 
＊英語での報告 
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（3）受託共同研究 

機関名：株式会社東京商工リサーチ(TSR)  

研究者：久保 克行 教授 

「長期的関係はどの程度縮小しているか：企業間の取引構造と雇用関係」 

 

機関名：株式会社東京商工リサーチ(TSR)  

研究者：山野井順一 准教授 

「地方公共団体の産業政策による企業行動・パフォーマンスへの影響：定量分析」 

 

機関名：インクグロウ株式会社 

研究者：久保 克行教授 教授・山野井順一 准教授 

「中小企業（未上場会社）における第三者承継（M&A）に関する総合的な研究」 

 

機関名：株式会社東京商工リサーチ(TSR)  

研究者：久保 克行 教授 

「新型コロナウイルス対策支援策導入の決定要因とその効果」 

  

機関名：株式会社東京商工リサーチ(TSR)  

研究者：山野井順一 准教授 

「日本の産業動態の研究：マルチレベル・アプローチ」 

  

機関名：株式会社東京商工リサーチ(TSR)  

研究者：山野井順一 准教授 

「非上場企業における企業組織の再編ならびに合併・買収の決定要因とパフォーマンスへ

のインプリケーション」 

 

機関名：㈱豊田自動織機  

研究者：野村 俊一 准教授（任期付） 

「自動車用プレス金型づくりにおける新たな型見込み手法の研究開発」 

  

（4）産業経営研究所アーリーキャリア研究支援制度 

2020 年度より、産業経営研究所アーリーキャリア研究支援制度（以下「本制度」とい

う。）を実施した。本制度は若手研究員の国内外での研究活動を支援することを目的と

した助成制度である。本制度により、国内外での研究を目的とした活動（学会、国際会

議、国際コンソーシアム参加、シンポジウムでの参加・発表）に伴う旅費・交通費・参

加費、研究に関連する書籍（電子ジャーナルを含む）購入費を支援する。2021 年度は新

型コロナウイルスの影響により、学会等がキャンセルになったりし、申請が少なかった。

2022 年度は、周知を徹底し、さらに配布額を増やし、研究活動を促進する予定である。 
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３．教育活動  
（1）公開講座 

研究成果を学生諸君にも発表し、教育への還元を図るため、随時公開講座を行うこと

としているが、2021 年度は実施しなかった。 

  

（2）受託研修 

 2021 年度は実施しなかった。 

 

（3）ビジネスプランコンテスト 

2021 年度は、従来の一般募集に加え、商学部設置科目の株式会社日本 M&A 寄附講座「起

業家養成講座Ⅰ」と連携し、同科目履修者からもビジネスプランを募集した。審査員は、

起業家養成講座Ⅰ履修者からの応募約 300 件と一般募集の約 103 件のビジネスプランす

べてに目を通し、厳正な審査・選考を行い、ファイナリスト計 6 組のビジネスプランを

選出し、2021 年 7 月 20 日にプレゼンテーションを Zoom により開催した。（239 名の聴

講参加） 

 

４．図書・資料の収集 

 外国雑誌の継続購入を優先し、内外統計書、社史、団体史、各種 CD-ROM 等を収集した。 

 

2021 年度 産業経営研究所 図書・資料収集状況 

内 訳 購入 寄贈 合計 

図 書 [冊] 

統計書 173 18 191 

社 史 0 8 8 

その他 0 0 0 

[ 合 計 ] 173 26 199 

雑 誌・和 [種類数] 0 0 0 

雑 誌・洋 [種類数] 21 0 21 

CD-ROM/DVD [種類数] 5 0 5 

E-BOOK・和［タイトル数］ 2 0 2 

E-BOOK・洋［タイトル数］ 0 0 0 

DB [種類数] 8 0 8 
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５．主要業務  

下記業務を分担した。 

【所長】研究所総括、管理、運営 

2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日   高瀬 浩一 

 

【副所長】研究所運営のための企画、立案、研究成果の刊行、図書・資料整備 

2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日   村瀬 俊朗 

 

中出  哲   産業経営編集委員長 『産業経営』の編集統括 

 

【事務長】研究所事務責任者 

2021 年 4 月 1 日～2021 年 5 月 31 日   鈴木  勉 

 

【事務長】研究所事務責任者 

2021 年 6 月 1 日～2022 年 3 月 31 日   松尾 克也 

 

【担当調査役】 

2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日   藤原 浩明 

 

 

以上 
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３．役職者・運営委員・助手 

22002211..44..11～～22002222..33..3311  

所  長 高瀬 浩一 

副 所 長 村瀬 俊朗 

 
運運営営委委員員  
秋葉 賢一 嶋村 和恵 長谷川惠一 山野井順一 
井上 達彦 清水  孝 花井 俊介 横田 一彦 
小川 利康 鈴木 孝則 広田 真一 横山 将義 
奥村 雅史 高瀬 浩一 藤田  誠  
片山  東 谷川 寧彦 村瀬 俊朗  
川村 義則 中出  哲 森田  彰  
安原  晃 中村 信男 八重倉 孝  
 
助助手手 
鳥田 友起 （任期 2018.9.1～2022.8.31） 

高坂 啓介 （任期 2019.9.1～2022.8.31） 

金   鑫 （任期 2020.9.1～2023.8.31） 
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産産業業経経営営研研究究所所

Research Institute of 
Business 

Administration

商商学学部部

School of
Commerce

大大学学院院
商商学学研研究究科科

Graduate 
School 

of
Commerce

大大学学院院
会会計計研研究究科科

Graduate 
School 

of
Accountancy

大大学学院院
経経営営管管理理研研究究科科

Graduate School 
of

Business and
Finance

商商学学学学術術院院
Faculty of 

Commerce,
Waseda University

ビビジジネネスス・・フファァイイナナンンスス
研研究究セセンンタターー

Institute for 
Business and Finance

４.商学学術院構成図
（2019.6.1～）
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産業経営研究所構成図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運運営営委委員員会会  商学学術院を本属とする専任教員のうち商学部主担当および会計研究

科主担当ならびに、商学研究科商学専攻主担当の兼任研究所員のうち

役職者、研究分科会主任者、互選委員によって構成される研究所の意

思決定機関。 
兼兼任任研研究究所所員員  本大学の商学部、会計研究科、商学研究科商学専攻の専任教員、特任

教授、任期付き教員および研究分科会参加者である他学術院の専任教

員。 
招招聘聘研研究究員員  事業計画の実施上必要と認められるときに、研究分科会の代表者の推

薦に基づき、研究・調査に協力する者。 
研研究究協協力力員員  大学院修士課程修了者またはこれと同等以上の者で、研究分科会・リ

サーチ・プロジェクトの代表者の推薦に基づき、研究・調査に協力す

る者。 
 
 
 

産研運営委員会 

所 長 

副所長 

研究分科会 事務所 産研助手 

研
究
協
力
員 

兼
任
研
究
所
員 

招
聘
研
究
員 
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５．『産業経営』投稿規程・執筆要領 

『産業経営』投稿規程 

 
2 0 1 5 年 3月 4日改訂 

11.. 【【投投稿稿原原稿稿のの内内容容】】  
(1) 投稿原稿は、産業経営に関する問題をテーマとした研究とする。 

(2) 投稿原稿は、未公刊であり、かつ、他誌で査読中のものであってはならない。 

(3) 投稿原稿に使用する言語は、日本語または英語とする。 

22.. 【【投投稿稿原原稿稿のの種種類類】】  
(1) 投稿原稿は、研究論文または研究ノートとする。 

(2) 投稿時に論文として申請したものであっても、編集委員会が委嘱した審査員の審査に基づき、

研究ノートとすることを掲載条件とする場合がある。 

33.. 【【投投稿稿料料】】  
 投稿料は、無料とする。 

44.. 【【原原稿稿のの投投稿稿】】  
(1) 投稿者は、投稿締切日までに、原則として、所定のファイル形式によって保存した原稿を指定

されたメールアドレスに送付するものとする。 

(2) 投稿の締切日は、原則として、1月末日および7月20日とし、年２回審査を実施する。 

55.. 【【掲掲載載決決定定論論文文のの原原稿稿デデーータタのの送送付付】】  
(1) 編集委員会が委嘱した審査員の審査に基づき、投稿原稿の掲載が決定した場合、編集委員会よ

り、投稿者にその旨を通知する。 

(2) 上記(1)の通知を受けた者は、審査員または編集委員会が指摘した事項を加筆・修正のうえ、所

定の期日までに、原則として、所定のファイル形式によって保存した原稿を指定されたメールア

ドレスに送付するものとする。 

66.. 【【掲掲載載決決定定論論文文のの校校正正】】  
（1) 掲載決定論文の執筆者校正は、原則として、初校のみとする。 

（2) 1月末日締切の論文および7月20日締切の論文の校正は、各々原則として6月および12月までに完

了予定とする。 

77..  【【刊刊行行】】  
   （1) 「産業経営」は毎年１回６月に刊行し、原則として前年7月20日締切分および当年1月末日締切分

のうちの掲載決定論文を掲載する。 

（2) 掲載決定論文は、校正が完了し次第、早稲田大学産業経営研究所のウェブサイトにおいて「産

業経営」の掲載予定号を明記して公開する。  

88..【【抜抜刷刷等等のの送送付付】】  
(1) 当研究所および編集委員会は、投稿者に原稿料を支払わないが、『産業経営』刊行後、冊子本体

5部および抜刷30部を無料で送付する。 

(2) 掲載原稿および抜刷には、投稿受付日および採択決定日を記載する。 

99..【【著著作作権権】】    
(1) 掲載論文の著作権は、当研究所に帰属するものとする。 

(2) 『産業経営』刊行後、著者は掲載論文を複製・転載の形で利用することができる。ただし、その

場合、著者はその旨を当研究所所長宛に書面で通知し、複製・転載先には初出を明記しなければ

ならない。 

1100..【【そそのの他他】】  
投稿締切日、投稿規程、執筆要領等を改訂した場合は、これらを早稲田大学産業経営研究所の

ウェブサイト上にて公開するものとし、原則として、投稿者に個別に通知は行わない。 

【【投投稿稿先先おおよよびび問問いい合合わわせせ先先】】  
  早稲田大学産業経営研究所『産業経営』編集委員会 

   〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1 

   TEL：03-3203-9857 

FAX：03-3202-4274 

   E-mail：businessreview@list.waseda.jp 

   URL：https://www.waseda.jp/fcom/riba 
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『産業経営』執筆要領 

2015年3月4日改正 

 

11.. 【【使使用用言言語語】】  

(1) 使用言語は、日本語または英語とする。 

(2) 投稿者の母語以外の言語を使用する場合は、投稿前にネイティヴチェックを受けるものとする

（下記3.【投稿者等に関する記載】(2)の要旨を含む）。 

 

22.. 【【書書式式】】  

(1) 原稿は、原則として、Microsoft Wordにより作成するものとする（手書原稿は受理しない）。 

(2) 原稿は、A4版用紙に横書きで作成するものとする。 

(3) 原稿は、1ページあたり43字×32行（刷り上がりの本文の字数および行数）で作成することが望

ましい。 

(4) 原稿の本文、注、参考文献のフォントは10.5ポイント以上とする（査読のため）。 

(5) 現行の図表のレイアウトは、原則として、下表の通りとする。 

 

区区分分  フフォォンントト  ササイイズズ  配配置置等等  

図表見出し ゴシック体（太字） 8ポイント 中央揃え（図表の上につける） 

図表内の文字・データ 明朝体 8ポイント 執筆者指定 

図表単位等 明朝体 7ポイント 執筆者指定 

図表下注・出所 明朝体 7ポイント 右寄せ 

※節・項の区切りおよび図表の前後には１行ずつスペースを入れること。 

※ただし、図表の書式は、誌面構成を考慮して、編集委員会が変更する場合がある。 

 

(6) 原稿は、原則として、下記3.【投稿者等に関する記載】を除き、論文の場合は54,000字以内、

研究ノートの場合は14,000字以内に本文、図表、注および参考文献を収めるものとする。なお、

図表については、（図表に要する行数）×43字を当該図表の文字数とみなす。 

 

33.. 【【投投稿稿者者等等にに関関すするる記記載載】】  

(1) 投稿原稿には、次の内容を記載した表紙をつけるものとする。 

(a) 主題（タイトル）および副題（サブタイトル） 

(b) 論文または研究ノートの別 

(c) 著者全員の氏名および所属 

(d) 投稿者（著者が単数の場合は当該著者。著者が複数の場合は代表者として申請された者。以下

同じ）の氏名、連絡先（郵便番号、住所、電話番号、メールアドレス） 

(2) 表紙の次のページには、次の内容を記載するものとする。 

(a) 主題（タイトル）および副題（サブタイトル）（日本語） 

(b) 著者全員の氏名（日本語） 

(c) 要旨（日本語。800字以内） 

(d) キーワード（日本語。5-10個） 

(e) 主題（タイトル）および副題（サブタイトル）（英語） 

(f) 著者全員の氏名（英語） 

(g) 要旨（英語。250語以内） 

(h) キーワード（英語。5-10個）
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44.. 【【節節・・項項ののナナンンババリリンンググ】】  

節・項のナンバリングは、次の要領で行うものとする（ローマ数字の使用および数字のない節・

項を設けてはならない）。 

 

1. ＊＊＊＊ 

2. ＊＊＊＊ 

  2.1. ＊＊＊＊ 

   2.1.1. ＊＊＊＊ 

   2.1.2. ＊＊＊＊ 

 2.2. ＊＊＊＊ 

3. ＊＊＊＊ 

  

55.. 【【日日本本語語論論文文のの文文章章表表記記】】  

(1) 日本語論文では、原則として、新仮名遣い、新字体を使用するものとする。 

(2) 日本語論文では、原則として、当用漢字を中心とし、難しい漢字の使用は避けるものとする。 

(3) 日本語論文では、句点（。）および読点（、）を併用するものとし、原則として、ピリオド（.）

およびカンマ（,）は使用しない。 

(4) 日本語論文では、傍点は該当する文字の上に打つものとする。 

 

66.. 【【日日本本語語論論文文のの数数字字のの表表記記】】  

(1) 日本語論文では、原則として、算用数字を使用するものとし、漢数字の使用は熟語、成句およ

び固有名詞の場合にのみ認める。 

(2) 上記(1)にかかわらず、概数を表記する場合は、漢数字を使用するものとする（例：数十日、何

千人）。 

(3) 上記(1)にかかわらず、桁数が大きくなる場合には、必要に応じて単位語（例：兆、億、万）を

用いることも認めるが、この場合は、位取りのカンマを使用しない（例：「7万6000人」または

「76,000人」は可。「7万6,000人」は不可）。 

 

77.. 【【数数式式等等のの表表記記】】  

(1) 変数は、イタリック（斜体）で表示するものとする（例：x、y、z）。 

(2) ベクトルは、ゴシック体かつ太字で表示するものとする（例：AA、BB、CC）。 

 

88.. 【【図図表表】】  

(1) 図表を挿入する場合、図表の上に図表番号およびタイトルを付けるものとする。なお、図表番

号は、投稿論文全体の通し番号とし、節ごとに振り直してはならない（例：「図表10」は可。「図

表1.3」は不可）。 

(2) 図表は、原稿の適切な箇所に配置しておくことが望ましい。また、図表を本文と別のページに

一括して作成する場合には、刷り上がりを考慮して挿入箇所を明記しなければならない。 

(3) 他の文献の図表を参照する場合は、図表の下に出所を明記するものとする。なお、出所の記載

方法は、原則として、下記9.【注・参考文献】に準拠するものとする。また、この場合、当該図

表についての著作権に関する問題は、著者の責任において、原稿の投稿前に処理しておくものと

する。 
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99.. 【【注注・・参参考考文文献献】】  

(1) 本文中で引用箇所を表示する必要がある場合、引用文献の著者名、発表年および引用ページ（省

略可）を記載するものとする（例：大隈（1992：74））。 

(2) 引用箇所は、本文中で表示するものとする。 

(a) 引用箇所は、両括弧によって表示するものとする。 

(b) 括弧内には、引用文献の著者名（名字のみ）、発行年（西暦）および引用ページ（省略可）を

次の要領で記載するものとする。 

 

例： ① 引用文献が単数の場合 （大隈_1994：36） 

② 引用文献が複数の場合 （大隈_1997：52；高田_1999：13） 

※下線（_）は半角スペース 

 

(c) 同一著者が同一年に複数の文献を公表している場合は、発行年の後にa、b、…のアルファベッ

トを付して、本文中および文末の参考文献において区別するものとする。 

 

 例：＜本文中＞    （大隈_1998b：20） 

   ＜文末：参考文献＞ 大隈重信（1998a）「＊＊＊＊＊」…… 

             大隈重信（1998b）「※※※」…… 

 

(3) 内容注は、本文末にまとめて表示するものとする。 

(a) 内容注の番号は、該当箇所の右肩に両括弧によって表示するものとする（例：…である（１））。 

(b) 内容注のなかに引用箇所を表示する必要がある場合には、上記(1)に準拠して表示するものと

する。 

(4) 参考文献は、内容注の次に、著者氏名のアルファベット順に表示するものとする。 

(a) 参考文献が単行本の場合、原則として、参考文献の著者名（個人の場合はフルネーム、団体の

場合は省略名称不可）、発行年（西暦。両括弧で囲う）、書名（副題を含む。和書、韓国語文献

または中国語文献の場合は二重カギ括弧で囲い、欧文文献の場合はイタリック（斜体）とする）、

版数（必要な場合）、発行地（東京の場合は省略可）および発行所を次の要領で記載するもの

とする。 

 

例：① 参考文献が和文献、韓国語文献または中国語文献の場合 

武井寿（1997）.『解釈的マーケティング研究』第3版_東京：白桃書房． 

  ② 参考文献が欧文文献の場合 

     Sunder, S. (1997). Theory of Accounting and Control. South-Western  
College Publishing. 

  ③ 参考文献が欧文文献で、日本語訳が存在する場合 

     Littleton, A. C. (1933). Accounting Evolution To 1900. New York:  
American Institute Publishing Press.（片野一郎訳（1978）『リトル 

トン会計発達史（増補版）』東京：同文舘出版）. 

※なお、原著出版年の後には原則として「.」（ピリオド）を打つものとするが、 

これに代えて「,」を用いてもかまわない。 

(b) 参考文献が論文の場合、原則として、参考文献の著者名（個人の場合はフルネーム、団体の場

合は省略名称不可）、発行年（西暦。両括弧で囲う）、論文名（副題を含む。和書、韓国語文献

または中国語文献の場合はカギ括弧で囲う）、収録書物の著者名もしくは編者名および収録書

物名（和書または中国語文献の場合は二重カギ括弧で囲い、欧文文献の場合はイタリック（斜

体）とする）、または、収録学術雑誌名、巻号数ならびに該当論文の開始ページおよび終了ペ

ージを次の要領で記載するものとする。 
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例：① 参考文献が和文献、韓国語文献または中国語文献で、所収論文の場合 

     奥村雅史（2001）.「クロスボーダーM&Aと国際化戦略」薄井彰編著『バ 

リュー経営のM&A投資』東京：中央経済社：113-134． 

② 参考文献が和文献、韓国語文献または中国語文献で、雑誌論文の場合 

辻山栄子（2003）.「業績報告をめぐる国際的動向と会計研究の課題」『会 

計』163(2)：223-240． 

③ 参考文献が欧文文献で、所収論文の場合 

Ikeo, A. (2000). Economists and Economic Policies. in Ikeo, A. ed. 

Japanese Economics and Economists since 1945. London：Routledge： 

143-184. 

  ④ 参考文献が欧文文献で、雑誌論文の場合 

     Sasaki, H. and Toda, M.(1996). Two-Sided Matching Problems with 

 Externalities. Journal of Economic Theory. 70(1)：93-108. 

 

(c) 参考文献が新聞または一般雑誌の記事である場合は、次のように表示するものとする。 

① 署名記事の場合：学術文献と同様に表示するものとする。 

② 無署名、匿名記事の場合：本文中に新聞または一般雑誌のタイトル、発行日付および号数（必

要な場合）を可能な限り表示するものとする。 

(d) 上記(c)にかかわらず、新聞または一般雑誌の記事を引用した場合は、学術文献のリストの後

に、新聞または一般雑誌のタイトル、発行日付および号数（必要な場合）を表示するものとす

る。 

(e) 参考文献がインターネット上の記事である場合には、学術文献と同様に、管理機関名、記事の

タイトル（必要な場合）を表示し、また当該ファイルが存在するページのURLを括弧書きで表

示するものとする（例：法務省法制審議会会社法（現代化）部会. 2005. 『第32回会議議事録』

（http://www.moj.go.jp/SHINGI/041208-1.html））。また、学術文献および新聞または一般雑

誌のリストの後に、管理機関名のホームページのURLを表示するものとする（例：法務省ウェ

ブサイト（http://www.moj.go.jp/））。 

 

以上 
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